
 国語Ⅰ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

現代文 ７ ３ ０ １０ 

古文 １２ ３ ０ １５ 
１年生 

（２単位） 
漢文 ４ ３ ０ ７ 

細 目 数 計 ２３ ９ ０ ３２ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

またその意味が理解できる。 

Ａ 

読解 段落ごとに筆者の論旨の展開を追うことで、筆者の意

見を理解できる。 

Ａ 

評論 

論理の展開 評論文の論理の組み立て及び展開が理解できる。 Ｂ 

文学史 作者についての正しい知識を前提に、作品の成立した

背景を十分に理解し、文学史上の位置づけを知ること

ができる。 

Ａ 

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

その意味が理解できる。 

Ａ 

読解 小説特有の表現を踏まえ、人物・情景・心情などに注

意しながら、作者の表現したい意図（主題）を理解す

ることができる。 

Ａ 

小説 

鑑賞 文学作品としての構成や表現の特色をとらえ、行間か

らにじみ出てくる作品の世界を味わい、その文学的世

界観を鑑賞することができる。 

Ｂ 

文学史 作者についての正しい知識を前提に、作品の成立した

背景を十分に理解し、文学史上の位置づけを知ること

ができる。 

Ａ 

表現 詩の形式及び、詩特有の表現・修辞をふまえ、作者の

意図（主題）を理解することができる。 

Ａ 

現代文 

詩 

鑑賞 詩人の発想やそこに込められた思いを踏まえ、詩の世

界を味わい、その表現性を十分に楽しむことができる。

Ｂ 

文法 用言の活用形の意味が理解できる。 

基本的な助動詞の意味が理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 古語の意味及び、古文特有の表現を理解できる。 Ａ 

文学史 日本文学の三大随筆を理解し、授業で取り扱う作品及

び作者の文学史上の価値・位置づけが理解できる。 

Ａ 

内容理解 それぞれの話の内容を正確に理解し、随筆の中に描か

れている人物の描写を正確に理解することができる。

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を理

解することができる。 

Ａ 

古文 随筆 

観賞 筆者の主張や教訓を理解し、日本古典の随筆文学の面

白さを味わうことができる。 

Ｂ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

文学史 日本古典文学における和歌の重要性をふまえ、上

代・中古・中世における和歌史を理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 基本的文法事項及び、和歌の基本的な修辞法を理解

することができる。 

Ａ 

詩歌 

観賞 和歌に込められた作者の心情とその時代背景を理

解できる。 

Ｂ 

文法 用言の活用形の意味が理解できる。 

基本的な助動詞の意味が理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 古語の意味及び、古文特有の表現及び、修辞法を理

解することができる。 

Ａ 

文学史 物語の種類をふまえ、作者及び作品の文学史上の価

値・位置づけを理解できる。 

Ａ 

解釈 文法及び古文特有の表現に注意し、場面や物語の展

開を理解し、口語訳できる。 

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を

理解することができる。 

Ａ 

古文 

物語 

観賞 物語の世界観を理解し、物語文学の面白さを味わう

ことができる。 

Ｂ 

書き下し文 訓点の約束を理解した上で、漢文を訓読できる。ま

たそれを書き下し文にすることができる。 

Ａ 

送り仮名 書き下し文を参考にして、白文に送り仮名を付ける

ことができる。 

Ａ 

返り点 漢文法と日本語文法の相違点に注意して、白文に返

り点を打つことができる。 

Ａ 

読解 簡単な漢文を読み、内容を理解することができる。 Ａ 

訓読（訓点） 

 

語法 漢文特有の語法を理解することができる。 Ｂ 

文学史 文章の作者及び、その作品を、その時代に即して理

解し、文学史上に位置付けることができる。 

Ｂ 

漢文 

鑑賞 

鑑賞 暗唱できるくらい何度も音読をし、作者の意図や、

その作品の価値を味わうことができる。 

Ｂ 
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   歴史    の基礎・基本 

 

１．項目数 

 

２．項目とそれらの内容 

                                                                           １／ ２ 

  分 類    項 目   細 目      理解すべき内容 区分 

地球と命の始まり、生物の進化について理解するこ

とができる。 
Ｂ 

人類の始まり 

人類の発達段階について理解することができる。 Ａ 

身分の発生、社会の形成について理解することがで

きる。 
Ａ 

原始 

文明の起源 

古代文明における世界各地の遺跡等について理解

することができる。 
Ｃ 

エジプト、メソポタミア、フェニキア文明について

理解することができる。 
Ａ 

アッシリア、アケメネス朝ペルシアの文明について

理解することができる。 
Ａ 

オリエントの古代文明

他の古代オリエント諸国の文明について理解する

ことができる。 
Ｃ 

オリエント 

ユダヤ通史 ユダヤ史＝古代から現代までの概要を理解するこ

とができる。 
Ａ 

ヨーロッパ 西洋の源流 ギリシア、ローマ、キリスト教の概要を理解するこ

とができる。 
Ａ 

インド古代国家の概要を理解することができる。 Ｂ インド インド思想の源流 

仏教、ヒンドゥー教の概要を理解することができ

る。 
Ａ 

イスラム教の成立と思想を理解することができる。 Ａ 

イスラム古代諸王朝を理解することができる。 Ｂ 

イスラム イスラム思想 

分裂後のイスラム王朝の拡大について理解するこ

とができる。 
Ｃ 

中世ヨーロッパ ゲルマン民族移動以後のヨーロッパ社会の概要を

理解することができる。 
Ｃ 

世界史 

ヨーロッパ 

ヨーロッパ世界の拡大

と改革 

近代化三大運動以後のヨーロッパ社会の概要を理

解することができる。 
Ｂ 

 

 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ   項目数計 

１年生（２単位） 世界史 ９＋α ５ ４ １８＋α 

項目数計 ９＋α ５ ４ １８＋α 



 2 

２／ ２ 

  分 類    項 目   細 目      理解すべき内容 区分 

近代 近代と世界の変容 アメリカ合衆国の独立・フランス革命以後の欧

米社会の概要について理解することができる。
Ｂ 

世界史 

その他 テーマ史及び時事問題 授業進行時点での世界情勢を考えるために必

要なテーマを理解することができる。 
Ａ×X

 



   地 理 の基礎・基本 

 

１．基礎・基本の項目数 

                                                                              

  分 類 Ａ Ｂ Ｃ 項目数計 

 １学年 世界の特色 ６ ３ ３ １２ 

 (２単位) 世界の現状 １０ ６ ０ １６ 

 項目数計 １６ ９ ３ ２８ 

 

２．項目とそれらの内容 

                                                                    １／２  

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

スケール 衛星写真、地球儀、諸地図を参照しながら地球

の規模を理解することができる。 
C 

方位・距離 地図を用いて方位、距離を把握することができる。 A 

緯度・経度 緯度・経度の意義を理解することができる。 B 

略地図 略地図を書くことができる。 B 

時差の計算 時差の計算ができる。 A 

地 球 の 大 き

さと丸さ 

国境 日本の国境を認識するとともに、日本の抱える

領土問題について考えることができる。 
A 

交 通 を 通 し

た結びつき 

様々な交通手段の発達により世界が結びつい

ていることを認識することができる。 
A 

通 信 を 通 し

た結びつき 

高度情報化により、通信の側面における世界の

結びつきを認識できる。 
C 

物 を 通 し た

結びつき 

世界貿易の進展による、様々な物資を通した世

界の結びつきを理解することができる。 
A 

結 び つ く 現

代社会 

人 を 通 し た

結びつき 

交通手段の発達による、人々の移動を認識するとと

もに、それに伴う諸問題を理解することができる。
A 

趣 味 に つ い

ての国民性 

余暇時間の増大に関して、世界の国々における

余暇活動の違いを知ることができる。 
B 

世界の特色 

多 様 さ を 増

す 人 間 行 動

と現代社会 旅 行 の グ ロ

ーバル化 

海外旅行の増加傾向を認識し、外国人旅行者の

動向を理解することができる。 
C 

気候の影響 人々の暮らしと気候の関係を理解することができる。 B 

地形の影響 人々の暮らしと地形の関係を理解することができる。 B 

宗教の影響 人々の暮らしと宗教の関係を理解することができる。 A 

生活・文化と

自 然 や 社 会

のかかわり 

他文化の影響 人々に対する他の文化の影響を理解することができる。 A 

民族とは何か 民族の意義を理解することができる。 A 

多民族国家 他民族国家の意義を理解しすることができる。 B 

世界の現状 

異 民 族 と の

共生 

他 民 族 と の

共生の工夫 

他民族国家の動向を把握し、他民族との共生た

めの工夫を考えることができる。 
A 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                    ２／２ 

分 類 項 目 細 目      理解すべき内容 区分 

中国 中国の民族と生活の特色を理解することができる。 A 

韓国 韓国及び朝鮮民族の生活と文化を理解するこ

とができる。 
A 

日 本 の 近 隣

諸 国 の 相 違

点と共通点 

ロシア ロシア連邦の人々の生活を理解することができる。 B 

人口問題 世界の人口問題を大観し、その背景を理解し、

人口問題を解決するための取り組みを理解す

ることができる。 

A 

都市問題 先進国の都市部の衰退の原因、発展途上国の都

市問題の原因を理解することができる。 
A 

食糧問題 世界の食料生産の状況と発展途上国の飢餓の

現状との関係を理解することができる。 
B 

資源・エネル

ギー問題 

様々な資源の役割と分布の特色を知り、特に石

油の有用性を理解するとともに、今後のエネル

ギー問題について考えることができる。 

B 

環境問題 日本の公害問題について学び、今日の地球環境

問題までの歴史的経緯を理解する。また、地球

環境問題として、特に、熱帯林の破壊と地球温

暖化問題を理解することができる。 

A 

 

地 球 的 課 題

の解決 

南北問題 先進工業国と発展途上国との経済格差の原因、

発展途上国の現状を理解することができる。 
A 

 

 

 

 

 



 数学基礎Ⅰ の基礎・基本 

 

１． 細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

数と式の計算 16 6 3 25 

方程式と不等式 9 11 2 22 
１学年 

（２単位） 
集合と命題 0 5 8 13 

細 目 数 計 25 22 13 60 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

整式の整理 整式の整理ができる。 Ａ 

交換・結合・分配法則 交換・結合・分配法則を利用して整式の計算がで

きる。 
Ａ 

指数法則 指数法則を理解できる。 Ａ 

展開公式 展開公式を利用して整式の計算ができる。 Ａ 

因数分解 公式を利用して因数分解ができる。 Ａ 

たすき掛け たすき掛けによる因数分解ができる。 Ａ 

整式の除法 整式の除法が計算できる。 Ａ 

除法の等式 除法の等式を理解できる。 Ｂ 

剰余の定理 剰余の定理を理解できる。 Ｂ 

因数定理 因数定理を理解できる Ａ 

整式の計算 

高次式の因数分解 因数定理を利用して高次式の因数分解ができる。 Ｂ 

除法の指数法則 除法の指数法則を理解できる。 Ａ 

分数式の四則演算 分数式の四則演算ができる。 Ａ 

繁分数式 繁分数式の計算ができる。 Ｂ 

分数式と除法 除法の等式を利用して分数式の計算ができる。 Ｂ 

絶対値 絶対値の意味を理解できる。 Ａ 

絶対値の性質 絶対値の性質を理解できる。 Ｂ 

根号の性質 根号の性質を理解できる。 Ａ 

分母の有理化 分母の有理化が行える。 Ａ 

虚数単位 虚数単位の意味を理解できる。 Ａ 

複素数 複素数の性質を理解できる。 Ａ 

複素数の計算 複素数の計算ができる。 Ａ 

複素平面 複素平面の意味を理解できる。 Ｃ 

共役複素数 共役複素数の意味を理解できる。 Ｃ 

数と式の

計算 

いろいろな数

と式 

複素数の絶対値 

 

複素数の絶対値の意味を理解できる。 
Ｃ 

２次方程式 因数分解により２次方程式の解を求めることがで

きる。 
Ａ 

解の公式 解の公式を利用して２次方程式の解を求めること

ができる。 
Ａ 

方程式と

不等式 

方程式 

実数解，虚数解， 

２重解 

２次方程式の解には実数解，虚数解，２重解の３

つの場合があることを理解できる。 
Ａ 



２／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

判別式 判別式を利用して２次方程式の解を判別できる。 Ｂ 

解と係数の関係 解と係数の関係を理解できる。 Ｂ 

２次式の因数分解 解と係数の関係を利用して２次式の因数分解がで

きる。 
Ｂ 

高次方程式 因数定理や文字の置き換えを利用して高次方程式

の解を求めることができる。 
Ｂ 

３元１次連立方程式 ３元１次連立方程式の解を求めることができる。 Ａ 

２元２次連立方程式 ２元２次連立方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

分数方程式 分数方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

無理方程式 無理方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

恒等式 恒等式の係数を定めることができる。 Ａ 

部分分数分解 恒等式の理論を利用して部分分数分解ができる。 Ｂ 

等式の証明 式の展開や因数分解を利用して等式の証明ができ

る。 
Ｂ 

 

比例条件 比例条件を利用して等式の証明ができる。 Ｂ 

不等式の性質 不等式の性質を理解できる。 Ａ 

１次不等式 １次不等式の解を求めることができる。 Ａ 

連立１次不等式 連立１次不等式の解を求めることができる。 Ａ 

２次不等式 ２次不等式の解を求めることができる。 Ａ 

高次不等式 高次不等式の解を求めることができる Ｃ 

不等式の証明 実数の２乗が０以上であることなど実数の性質を

利用して不等式の証明ができる。 
Ｂ 

 

不等式 

相加平均と相乗平均 相加平均と相乗平均についての不等式を利用して

いろいろな不等式の証明ができる。 
Ｃ 

集合・要素 集合・要素の概念を理解できる。 Ｂ 

部分集合 部分集合の概念を理解できる。 Ｂ 

ベン図 ベン図を利用していろいろな集合を図示できる。 Ｂ 

共通部分，和集合 いろいろな集合について共通部分，和集合を求め

ることができる。 
Ｂ 

全体集合，補集合 全体集合，補集合の概念を理解できる。 Ｃ 

空集合 空集合の概念を理解できる。 Ｂ 

ド・モルガンの法則 ド・モルガンの法則を理解できる。 Ｃ 

命題，真・偽 命題の真・偽が判定できる。 Ｃ 

反例 命題が偽であることを反例をあげて証明できる。 Ｃ 

必要・十分条件 与えられた条件が必要条件や十分条件であるか判

定できる。 
Ｃ 

否定 命題の否定を作ることができる。 Ｃ 

逆，裏 命題の逆，裏を作ることができる。 Ｃ 

集合と 

命題 

集合と命題 

対偶 命題の対偶を作り，これを利用してもとの命題を

証明できる。 
Ｃ 

 

 



 数学基礎Ⅱ の基礎・基本 

 

１． 細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

関数とグラフ 6 10 4 20 

図形と式 7 11 4 22 
１学年 

（２単位） 
場合の数 4 3 2 9 

細 目 数 計 17 24 10 51 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

関数，変数，値 関数，変数，値の概念を理解できる。 Ｂ 

定義域，値域 定義域，値域の概念を理解できる。 Ｂ 

座標平面，象限 座標平面，象限の概念を理解できる。 Ｂ 

グラフ グラフの概念を理解できる。 Ｂ 

２次関数 ２次関数の定義を理解できる。 Ａ 

２次関数のグラフ ２次関数のグラフの性質を理解できる。 Ａ 

標準形 与えられた２次関数を標準形に直すことが

できる。 
Ｂ 

２次関数の最大・最小 与えられた定義域における２次関数の最大

値・最小値を求めることができる。 
Ａ 

２次関数と２次方程式 ２次関数のグラフと２次方程式の解の関係

を理解できる。 
Ｂ 

２次関数 

２次関数と２次不等式 ２次関数のグラフを利用して２次不等式の

解を求めることができる。 
Ｂ 

偶・奇関数 偶関数，奇関数の性質を理解できる。 Ａ 

グラフの平行移動 与えられたグラフを平行移動して得られた

グラフを表す式を求めることができる。 
Ｂ 

単調増加・減少 単調増加・減少の概念を理解できる。 Ｃ 

分数関数 分数関数の定義・性質を理解できる。 Ａ 

（直角）双曲線 （直角）双曲線の性質を理解できる。 Ｂ 

漸近線 与えられた分数関数の漸近線を求めグラフ

を書くことができる。 
Ｃ 

無理関数 無理関数の定義・性質を理解できる。 Ａ 

グラフの対称移動 与えられたグラフを対称移動して得られた

グラフを表す式を求めることができる。 
Ｃ 

グラフの拡大縮小 与えられたグラフを拡大・縮小して得られた

グラフを表す式を求めることができる。 
Ｃ 

関数と 

グラフ 

いろいろな

関数 

逆関数 与えられた関数の逆関数を求めグラフを書

くことができる。 
Ｂ 

２点間の距離 公式を利用して２点間の距離を求めること

ができる。 
Ａ 

図形と式 

内分点 公式を利用して内分点を求めることができ

る。 
Ｂ 

 

点と直線 

直線の方程式 直線の方程式の定義を理解できる。 Ａ 



２／２ 

細目 理解すべき内容 区分

１点と傾きの定まった

直線 

１点と傾きの定まった直線の方程式を求め

ることができる。 
Ａ 

２点を通る直線 与えられた２点を通る直線の方程式を求め

ることができる。 
Ａ 

三角形の重心 与えられた３点を頂点とする三角形の重心

の座標を求めることができる。 
Ｂ 

平行条件 ２直線の平行条件を利用して基本的な問題

が解ける。 
Ａ 

項目 

垂直条件 ２直線の垂直条件を利用して基本的な問題

が解ける。 
Ｂ 

円の方程式 与えられた条件を満たす円の方程式を求め

ることができる。 
Ａ 

２次曲線 ２次曲線の概念を理解できる。 Ｃ 

楕円 楕円の定義・性質を理解できる。 Ｂ 

楕円の方程式 楕円のグラフを書くことができる。 Ｂ 

双曲線 双曲線の定義・性質を理解できる。 Ｂ 

双曲線の方程式 双曲線のグラフを書くことができる。 Ｂ 

漸近線 双曲線と漸近線の関係を理解できる。 Ｃ 

放物線 放物線の定義・性質を理解できる。 Ｂ 

放物線の方程式 放物線のグラフを書くことができる。 Ｂ 

接線，接点 接線，接点の定義を理解できる。 Ａ 

接線の方程式 与えられた２次曲線の接線の方程式を求め

ることができる。 
Ｂ 

三角形の内接円・内心 三角形の内接円・内心の定義・性質を理解で

きる。 
Ｃ 

不等式の表す領域 与えられた不等式の表す領域を図示できる。 Ｂ 

分類 

２次曲線 

連立不等式の表す領域 与えられた連立不等式の表す領域を図示で

きる 
Ｃ 

積の法則 積の法則を利用して場合の数を求めること

ができる。 

Ａ 

和の法則 和の法則を利用して場合の数を求めること

ができる。 

Ａ 

順列 順列の公式を利用して場合の数を求めるこ

とができる。 

Ａ 

円順列 円順列の概念を理解し場合の数を求めるこ

とができる。 

Ｂ 

重複順列 重複順列の概念を理解し場合の数を求める

ことができる。 

Ｃ 

同じものを含む順列 同じものを含む順列の概念を理解し場合の

数を求めることができる。 

Ｃ 

組合せ 組合せの公式を利用して場合の数を求める

ことができる。 

Ａ 

二項定理，二項係数 二項定理を利用して式の展開ができる。 Ｂ 

場合の数 場合の数 

パスカルの三角形 パスカルの三角形を利用して二項係数を求

めることができる。 

Ｂ 

 



 数学基礎Ⅲ の基礎・基本 

 

１． 細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

指数関数 5 3 1 9 １学年 

（１単位） 三角比 4 5 1 10 

細 目 数 計 23 20 5 48 

 

２． 分類とそれらの内容 

１／１ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

累乗根，根号，指数 累乗根，根号，指数の定義を理解できる。 Ａ 

累乗根の性質 累乗根の性質を理解できる。 

 
Ａ 

指数の拡張 拡張された指数の定義を理解できる。 Ａ 

指数法則 拡張された指数法則を理解できる。 Ａ 

指数関数 指数関数の定義を理解できる。 Ａ 

指数関数のグラフ 指数関数のグラフを書くことができる。 Ｂ 

指数関数の性質 指数関数の性質を理解できる。 Ｂ 

指数方程式 指数方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

指数関数 指数関数 

指数不等式 指数不等式の解を求めることができる。 Ｃ 

ｓｉｎ，ｃｏｓ， 

ｔａｎ 

ｓｉｎ，ｃｏｓ，ｔａｎの定義を理解でき

る。 
Ａ 

９０°―αの三角比 ９０―αの三角比の公式を利用して三角

比の計算ができる。 
Ｂ 

三角関数表 三角関数表を利用して三角比を求めるこ

とができる。 
Ｂ 

鈍角の三角比 鈍角に拡張された三角比の定義を理解で

きる。 
Ａ 

１８０°―αの三角比 １８０°―αの三角比の公式を利用して

三角比を求めることができる。 
Ｂ 

三角比の相互関係 三角比の相互関係を利用して三角比を求

めることができる。 
Ａ 

正弦定理 正弦定理を利用して図形の問題を解くこ

とができる。 
Ｂ 

余弦定理 余弦定理を利用して図形の問題を解くこ

とができる。 
Ａ 

三角形の面積 公式を利用して三角形の面積を求めるこ

とができる。 
Ｂ 

三角比 三角比 

ヘロンの公式 ヘロンの公式を利用して三角形の面積を

求めることができる。 
Ｃ 

 



 数学基礎Ⅳ の基礎・基本 

１． 細目数 

 分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

三角関数 10 6 2 18 １学年 

（１単位） 対数関数 4 6 1 11 

細 目 数 計 14 12 3 29 

 

２． 分類とそれらの内容                           

１／１ 

分類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

一般角 一般角の概念を理解できる。 Ａ 

象限 象限の定義を理解できる。 Ｂ 

三角関数（sin, cos, tan） 三角関数の概念を理解できる。 Ａ 

その他の三角関数 

（sec，cosec, cot） 

その他の三角関数の概念を理解できる。 
Ｂ 

弧度法（ラジアン） 弧度法の定義を理解できる。 Ａ 

６０分法と弧度法の関係 60 分法と弧度法の関係を理解できる。 Ａ 

扇形の弧の長さと面積 弧度法を利用して扇形の面積を計算できる。 Ｂ 

三角関数の相互関係 三角関数の相互関係を利用して三角比を求め

ることができる。 
Ａ 

三角関数のグラフ いろいろな三角関数のグラフを書くことができる。 Ａ 

周期関数 三角関数の周期性を理解することができる。 Ａ 

方程式 三角関数を含む方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

三角関数 

不等式 三角関数を含む不等式の解を求めることができる。 Ｃ 

加法定理 加法定理を理解し、基本的な問題を解くことが

できる。 
Ａ 

２倍角の公式 ２倍角の公式を理解し、基本的な問題を解くこ

とができる。 
Ａ 

半角の公式 半角の公式を理解し、基本的な問題を解くこと

ができる。 
Ａ 

積を和・差に直す公式 積を和・差に直す公式を理解し、基本的な問題

を解くことができる。 
Ｂ 

和・差を積に直す公式 和・差を積に直す公式を理解し、基本的な問題

を解くことができる。 
Ｂ 

三角関数 

加法定理 

三角関数の合成 三角関数の合成ができる。 Ｃ 

対数の定義 対数の定義を理解できる。 Ａ 

対数の性質 対数の性質を理解し、計算ができる。 Ａ 

底の変換公式 底の変換公式を理解し、計算ができる。 Ｂ 

対数関数 対数関数の定義を理解できる。 Ａ 

対数関数のグラフ 対数関数のグラフを書くことができる。 Ｂ 

対数関数の性質 対数関数の性質を理解することができる。 Ｂ 

対数方程式 対数方程式の解を求めることができる。 Ｂ 

対数不等式 対数不等式の解を求めることができる。 Ｃ 

常用対数 常用対数の定義を理解することができる。 Ａ 

対数表 対数表を利用して対数の値を求めることがで

きる。 
Ｂ 

対数関数 対数関数 

常用対数の利用 常用対数を利用して、基本的な問題を解くこと

ができる。 
Ｂ 

 



 

 物理I の基礎・基本 
 

 

１．細目数 

 

 分野 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

１年生 

（２単位） 
力学 ４６ ３５ ８ ９２ 

細目数計 ４６ ３５ ８ ９２ 

 

 

 
２．分類とそれらの内容 

１／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

基本単位 
人類共通の地球及び水が長さ、時間及び質量の

単位の基であることを理解する 
C 

MKS単位 

(SI単位) 

長さ、質量、時間の単位を[m]、[kg]、[s]で表す

ことを理解する 
A 単 位 

単位の変換 MKS単位と他の主要単位との変換ができる B 

移動距離 移動距離(x)と経過時間(t)の関係を理解する A 

x-tグラフ 
移動距離(x)と経過時間(t)の関係を示すグラフ

の意味を理解する 
B 

速さ 
単位時間当たりの移動距離が速さ(v)であるこ

とを理解する： v＝x／t 
A 

v-tグラフ 
v-tグラフ上の面積が移動距離に相当すること

を理解する 
B 

速度 
移動方向を加味した速さが速度であることを理解す

る 
A 

変位 
方向を加味した移動距離が変位であることを理解す

る 
A 

等速度運動 

速度単位の 

変換 
[m/s]と[km/s]、[km/h]の相互変換ができる A 

速度変化 
等加速度運動の速度変化を、数式で表せること

を理解する：v＝at＋v0 
A 

単位時間当たりの速度変化が加速度であること

を理解する：a＝(v－v0)／t 
B 

加速度 

加速度の単位は[m/s2]であることを理解する B 

v-tグラフ上の面積から等加速度運動での変位

を理解する       
A 

力 学 

等加速度運動

変 位 
等加速度運動での変位を、数式で表せることを

理解する： x＝v0t + a t2/2 
A 
 

     



   ２／４

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

様々な力 
重力、摩擦力、弾性力、磁気力のイメージをつ

かむ 
B 

力の単位 
地表面で質量1 [kg]の物体に作用する重力が、1 
[kgw](1kg重)であることを理解する         

A 

２力AとBが作用し、F = A＋B = 0 のとき、A=
－B、AとBは等大で逆向き 

B 

力 

力のつり合い 

つり合いを３力以上の場合に拡張 

：A+B+C+･･･=0 
C 

第１法則 慣性の法則を理解する A 

質量mの物体に作用する力(F)と加速度(a)の関

係を理解する：F＝ma 
A 

第２法則 
第２法則で力の単位を再定義し、力の単位を

[N]とする 
B 

運動の法則 

第３法則 作用反作用の法則を理解する A 

重力加速度 
地表付近における落下の加速度を重力加速度

（g）といい、その値はg≒9.8 [m/s2]であること

を理解する 

A 

重 力 
重力W = mg[N]より、1 [kgw] = 9.8 [N]となるこ

とを理解する 
A 

万有引力 ２物体間の引力：F＝GMm／r2 A 

地表の物体に働く重力は、地球との万有引力に

よる力であることを理解する 
B 

万有引力 
バネの力 バネが元に戻ろうとする力（弾性力）を理解す

る：F＝－kx 
A 

バネ定数 k の意味とその単位[N/m]を理解す

る 
B 

重力と 

バネの力 

バネの力 
運動方程式の 

つくり方 
物体(質量m)に働く力(F)と加速度(a)につい

て：F＝ma 
A 

運動方程式の 

使い方 

F＝ma よりa＝F/mとして、加速度(a)を求める

ことができる 
A 

自由落下運動 
a＝g の場合、v＝gt、y＝gt2／2、 

v2＝2gy を理解する 
A 

いろいろな 

直線運動 

 
初速度ありの 

落下運動 
a＝－g の場合、v=v0－gt、 

y＝v0t－gt2／2、v2－v0
2＝－2gy を理解する 

A 

垂直抗力 
物体同士の接触面で垂直方向に押し合う力（垂

直抗力：Ｎ）が働くことを理解する 
A 

摩擦力 
摩擦のある接触面では、互いの運動を妨げる向

きの力（摩擦力）が作用する 
A 

静止摩擦力 
静止している間は、加えた力と静止摩擦力がつ

り合っていることを理解する 
A 

力 学 

摩擦力が 

作用する運動

 

静止摩擦力の上限を最大静止摩擦力（F0)とい

い、静止摩擦係数（μ）及び垂直抗力（Ｎ）を

用い、f0=μN で表せることを知る 

A 

     



   ３／４

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

運動時に作用する摩擦力(Ｆ')は、動摩擦係数

(μ')と垂直抗力(N)を用い、常にＦ'＝μ'Nで表

せることを知る 

A 
摩擦力が 

作用する運動
動摩擦力 

動摩擦係数(μ')と垂直抗力(N)から動摩擦力

を計算できる 
B 

運動量  (質量×速度)で定義されることを理解する A 

力 積  (力×作用時間)で定義されることを理解する B 

力積の法則 
加えた力積は運動量変化に等しいことを理解す

る 
B 

運動量保存則 
外力が作用しないとき、運動量保存則が成立

することを理解する 
B 

運動量保存則 
反発係数 

直線上での衝突現象に、運動量保存則を応用で

きる 
B 

力 積 
平面上での衝突現象に、運動量保存則を応用で

きる 
C 

運動量 

力積の法則 
衝突前後の相対速度をそれぞれv及びv'として、

反発係数がe =－v'/v となることを理解する 
B 

仕事の概念 
力とそれによる移動があってこそ仕事をなした

といえる 
B 

定義 W＝F･x 
単位 [Nm]→[J] 

A 

定義 P＝W／t 
単位[J/s]→[W] 

B 

仕  事 
仕事率 

エネルギー 
エネルギーは仕事する潜在能力を表し、仕事と

同じ単位[J]をもつことを理解する 
B 

運動エネルギー
質量m、速さvで運動する物体の運動エネルギー

Kは、K＝mv2/2となることを知る 
A 

仕事と 

運動エネルギー

物体に加えた仕事は、運動エネルギーの変化に

等しいことを理解する 
B 

重力の 

位置エネルギー

基準面からの高さが h の位置にある質量 m 
の物体の位置エネルギーUは、U＝mgh となる

ことを知る 

A 

弾性力の 

位置エネルギー

バネ定数 k のバネの長さを、自然長からxだけ

変化させたときの位置エネルギーUが、 

U＝kx2/2 となることを知る 

B 

万有引力の 

位置エネルギー

２物体間の万有引力による位置エネルギーU
は、U＝－Gm1m2／r となることを知る 

C 

力学的エネルギー

保存法則 

運動エネルギー(K)と位置エネルギー(U)の和 

（K＋U）は一定であることを理解する 
A 

 
力 学 

仕事と仕事率

力学的  

エネルギー 

重力の 

位置エネルギー
力学的エネルギー保存則の成立条件を理解する C 

 
 
 



 
   ４／４

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

物体を水平方向に投げ出した場合のx方向、y方
向の速度と変位の計算ができる 

A 

放物体の運動 
物体を水平面に対して角度θで打ち出した場合

の、x方向、y方向の速度と変位の計算ができる
B 

重力を斜面に平行方向、垂直方向に分解し、そ

れぞれの運動方程式を記述できる 
A 

重力下での 

運動 

斜面上の運動 

静止摩擦係数(μ)と摩擦角(θ)の関係を理解する B 

円運動の要素 
等速円運動の半径 r、速さv、周期T、角速度ω

の関係を理解する 
A 

円運動の加速度

等速円運動の加速度(向心加速度)aは 

    2
2

r
r

v
a   となることを知る A 

向心力 
等速円運動する質量mの物体の向心力、 

    2
2

mr
r

v
mmaF   を理解する B 

等速円運動 

惑星の運動 惑星に働く向心力は太陽との万有引力である C 

単振動 周期運動における変位の表し方を知る B 

ばね振り子 
周期はバネ定数とおもりの質量によることを理

解する 
C 振 動 

単振り子 
周期は振り子の長さと重力加速度によることを

理解する 
C 

慣性力の例 日常体験で慣性力を例示できる A 

慣性力の性質 
加速度aで運動する座標系内に存在する質量m
の物体には、－ma の力（慣性力）が働くこと

を理解する 
A 

遠心力 
遠心力とは、円運動に伴う慣性力であることを理解

する 
B 

力 学 

慣性力 

無重力状態 
人工衛星中では、万有引力と慣性力が打ち消し

あっていることを理解する 
B 

圧 力 力とそれが作用する面積から圧力が計算できる A 

パスカルの原理
油圧機や水圧機についてパスカルの原理が応用

できる 
B 

重力場の圧力 大気圧と水圧が計算できる B 
 

流体に 

作用する力 

浮 力 アルキメデスの原理を用いて浮力が計算できる A 

 



 

                     化 学 Ⅰ の基礎・基本            

 

１．細目数 

                                                                              

 分  類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

物 質 の 探 求 ７ １５ ０ ２２ １ 年 生 

（ １ 単 位 ） 
物質の構成粒子 ３２ ５ ２ ３９ 

細 目 数 計 ３９ ２０ ２ ６１ 

       ＊化学実験(４時間予定)は記していない 

 

                                                                             

２．分類とそれらの内容                             1／4 

分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

純物質 ただ1種類の物質からなり、一定の性質をもつこ

とを理解する 

Ａ 

混合物 2種類以上の純物質からなり、混じっている物質

の割合で性質が変わることを理解する 

Ａ 

物質の三態 物質には固体、液体、気体の3つの状態があるこ

とを知る 

Ｂ 

状態変化 物質は温度によって三態の間で姿を変え、固体と

液体間の変化を融解・凝固、液体と気体間の変化

を蒸発・凝縮、固体と気体間の変化を昇華という

ことを知る 

Ｂ 

混合物の分

離と精製 

状態変化を利用すると混合物から純物質が取り

出せることを知る 混合物から純物質を取り出

すことを分離、分離した物質から不純物を取り除

き、より純粋にする操作を精製ということを知る 

Ｂ 

蒸 留 沸点の差を利用して溶液から溶媒を分離する操

作であることを知る 

Ｂ 

分 留 2種類以上の液体の混合物を蒸留によって分離す

る操作であることを知る 

Ｂ 

ろ 過 ろ紙などによって不溶性の固体と液体を分離す

る操作であることを知る 

Ｂ 

抽 出 溶解性の差を利用して特定の物質のみを取り出

す操作であることを知る 

Ｂ 

再結晶 溶解度の差を利用して固体混合物を分離する操

作であることを知る 

Ｂ 

昇 華 固体から液体を経ずに直接気体になる（または気

体になったものが再び固体になる）状態変化を利

用して物質を分離する操作であることを知る 

Ｂ 

物質の探 

求 

物質の分類 

ﾍﾟｰﾊﾟｰｸﾛﾏﾄ

ｸﾞﾗﾌｨｰ 

ろ紙の端から溶媒をしみ込ませ、溶媒の移動によ

りろ紙上の物質を分離する操作であることを知

る 

Ｂ 
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分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

単 体 1種類の成分（元素）からなり、それ以上分解で

きない純物質であることを理解する 

Ａ 

化合物 2種類以上の別の物質（元素）からなり、分解で

きる純物質であることを理解する 

Ａ 

分解と化合 1種類の物質から2種類以上の物質が生じる変化

を分解、逆に2種類以上の物質が結びついて別の

物質ができる変化を化合ということを知る 

Ｂ 

化学変化

(化学反応) 

分解や化合などによってある物質が別の物質に

変わる変化のことであることを知る 

Ｂ 

物理変化 物質そのものは変わらず状態だけが変化するこ

とであることを知る 

Ｂ 

元 素 物質を構成する基本的な成分であることを理解

する 

Ａ 

元素記号 元素を表す記号で、ラテン語名などの頭文字をア

ルファベットの大文字１文字、またはさらにつづ

りから小文字１文字をつけて表したものである

ことを理解する 

Ａ 

同素体 同じ元素の単体で性質の異なる物質があること

を理解する 

Ａ 

成分元素の

確認 

物質を構成する構成元素は元素に特有の反応や

試料を識別しやすい他の物質に変えるなどの方

法で確認できることを知る 

Ｂ 

物質の探 

求 

物質の成分 

炎色反応 物質を無色炎の中で熱したとき、ある種の金属元

素が特有の炎の色を発する現象であることを知

る 

Ｂ 

原 子 原子はすべての物質の構成要素であり、固有の大

きさと質量を持つが、非常に小さく、軽いことを

理解する 

Ａ 

分 子 いくつかの原子が結合してできていることを理

解する 

Ａ 

構成粒子 

イオン 正または負に帯電した粒子であることを理解す

る 

Ａ 

原子核と電

子 

 

原子の中心には正の電荷をもった原子核があり、

まわりに負の電荷をもった電子があるまた、原子

は電気的に中性であることを理解する 

Ａ 

陽子と中 

性子 

原子核中には、正の電荷をもった粒子である陽子

と電荷を持たない粒子である中性子があり、質量

はほぼ同じであることを理解する 

Ａ 

原子番号 原子のもつ陽子の数で、原子の種類を決めるもの

であることを理解する 

Ａ 

質量数 陽子と中性子の数の和で示される原子の質量の

めやすのことで、電子の質量は非常に小さく、無

視できることを理解する 

Ａ 

物質の構成

粒子 

 

 

原子の構造 

同位体 

(ｱｲｿﾄｰﾌﾟ) 

陽子の数が等しく、中性子の数が異なる同じ種類

の原子で、自然界で存在比がほぼ一定しているこ

とを理解する 

Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

放射性同位

体 

放射線を出す同位体で、年代測定、医療、トレー

サーなどに利用されていることを知る 

Ｃ 

電子殻 原子核の周囲にある電子が存在している層で、電

子殻名、収容可能な電子数があることを理解する 

Ａ 

電子配置 各電子の電子殻への入り方のことで、収容順が決

まっていることを理解する 

Ａ 

最外殻と最

外殻電子 

最外殻とは電子の最も外側にある電子殻で、最外

殻電子とは最外殻にある電子であることを理解

する 

Ａ 

価電子 原子の化学的性質や結合に重要な役割を果たす

最外殻電子であることを理解する 

Ａ 

閉 殻 最大収容電子数で満たされている電子殻である

ことを理解する 

Ａ 

原子の構造 

希ガス元素 化学的に安定な18族の元素群のことで、価電子は

0であることを理解する 

Ａ 

陽イオンと

陰イオン 

陽イオンとは正の電荷を帯びたイオンで、陰イオ

ンとは負の電荷を帯びたイオンであることを理

解する 

Ａ 

電 離 物質が陽イオンと陰イオンに分かれる現象であ

ることを知る 

Ｂ 

電解質と

非電解質 

水に溶けて電離する物質を電解質、電離しない物

質を非電解質ということを知る 

Ｃ 

イオンの価

数 

イオンになるとき、原子が得たり、失ったりする

電子の数であることを理解する 

Ａ 

 イオン式 元素記号にイオンの価数と電荷の符号をつけて

表したイオンの式であることを理解する 

Ａ 

単原子イオ

ンと多原子

イオン 

単原子イオンとは1個の原子からなるイオンのこ

とで、多原子イオンとは複数の原子からなるイオ

ンであることを理解する 

Ａ 

イオン結合 陽イオンと陰イオンの静電気的な引力(クーロン

力)による結合であることを理解する 

Ａ 

イオン結晶 イオン結合によってできた電気的に中性の結晶

で、イオン結晶の固体は電気を通さないが、融解

したり、水溶液にすると電気を通すという性質を

もっていることを理解する 

Ａ 

イオンと 

物質 

イオン結晶

の組成式 

イオン結晶は陽イオンと陰イオンを組み合わせ

た組成式で表される  

電荷が±0になるよう組成式を作れる 

Ａ 

元素の周期

律と周期表 

 

周期律とは元素を原子番号順に並べたとき元素

の性質が周期的に変わる規則性のことで、周期表

とはこの周期律をもとに元素を分類した表であ

ることを理解する 

Ａ 

物質の構成

粒子 

 

元素の周期

表 

  族 

同族元素 

族とは周期表の縦の列のことで、1族～18族まで

あり、同じ族に属する元素を同族元素ということ

を理解する 

Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

  周 期 周期表の横の列で、第1周期～第7周期まであるこ

とを理解する 

Ａ 

典型元素と

遷移元素 

典型元素とは1,2族と12～18族の性質の周期性が

はっきりしている元素で、遷移元素とは3～11族

の性質の周期性がはっきりしていない元素であ

ることを知る 

Ｂ 

元素の周期

表 

金属元素と

非金属元素 

金属元素とは金属でできた元素で、それ以外の元

素を非金属元素ということを知る 

Ｂ 

共有結合 たがいの価電子の一部を共有しあって電子対を

つくり、分子を形成する原子どうしの結合である

ことを理解する 

(不対電子を出し合って、共有電子対をつくる結

合である) 

Ａ 

電子式 元素記号に最外殻電子を書き加えた式であるこ

とを知る 

Ｂ 

不対電子と

非共有電子

対 

不対電子とは電子式における対になっていない

共有結合に使われる電子のことで、非共有電子対

とは対になっている電子で共有結合に使われな

いことを知る 

Ｂ 

 

共有結合 

の種類 

1対の電子対による結合を単結合、2対の電子対に

よる結合を二重結合、3対の電子対による結合を

三重結合ということを理解する 

Ａ 

分子式 構成している原子の種類とその数で分子を表し

た式であることを理解する 

Ａ 

構造式 分子中の原子のつながりを価標で表した式であ

ることを理解する 

Ａ 

分子からな

る物質 

多数の分子が集合してできた物質で、一般に融

点・沸点が低く、昇華しやすい物質があることを

理解する 

Ａ 

分子と物質 

 

原子からな

る物質 

原子がすべて共有結合でできている物質で、非常

に硬く、融点もきわめて高いという性質をもつ巨

大分子ともいわれる物質であることを理解する 

Ａ 

自由電子と

金属結合 

自由電子とは金属原子間を自由に動き回る電子

のことで、この自由電子による金属陽イオン間の

結合を金属結合ということを理解する 

Ａ 

物質の構成

粒子 

 

金 属 

金属の特徴 金属光沢、電気・熱伝導性、展性、延性という性

質をもっていることを理解する 

Ａ 

 



                     化 学 Ⅱ の基礎・基本            

 

１．細目数 

                                                                              

 分  類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

化学変化と物質量 １３ ２ １ １６ １ 年 生 

（ １ 単 位 ） 
化学反応と熱 ５ ３ １ ９ 

細 目 数 計 １８ ５ ２ ２５ 

        

 

                                                                             

２．分類とそれらの内容                             1／2 

分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

原子の相対

質量     

 

原子の質量は非常に小さいので、質量数12の炭素

原子1個の質量12を基準にして求めた相対値で比

較できることを理解する 

         原子1個の質量 

原子の相対質量＝ ×12 

         12Ｃ原子1個の質量 

Ａ 

原子量 原子の相対質量と同位体の存在比を考えて求め

た相対質量を原子量ということを理解する 

原子量は[同位体の相対質量×存在比]の和で求

められ、計算することができる 

Ａ 

 分子量 分子を構成する原子の原子量の総和として求め

られ、計算することができる 

Ａ 

 式 量 組成式を構成する原子の原子量の総和として求

められ、計算することができる 

Ａ 

アボガドロ

数 

12Ｃ12ｇ中に含まれる12Ｃ原子の数6.0×1023のこ

とであることを理解する 

Ａ 

物質量 モル(mol)を単位として表した物質の量のこと

で、アボガドロ数の原子や分子・イオンの集団を

1molということを理解し、計算することができる 

Ａ 

1molの質量

(ｇ) 

モ ル 質 量

(ｇ／mol) 

物質1molあたりの質量のことで、原子量・分子

量・式量に単位ｇもしくはｇ／molをつけた値に

なることを理解する 

Ａ 

気体1molの

体積 

気体の種類によらず、標準状態(0℃、1.01×105P

a)で22.4ℓ になることを理解する 

Ａ 

溶 解 ある物質が他の物質と混合して均一な混合物を

つくる現象であることを知る 

Ｂ 

化学変化と

物質量  

 

原子量・分

子量と物質

量       

  

溶 質 ・ 溶

媒・溶液 

溶解してできた均一な液体を溶液、溶解した物質

を溶質、溶質を溶かした液体を溶媒ということを

知る 

Ｂ 

  

 

 

 



                                          2／2 

分 類 項 目 細 目 理  解  す  べ  き  内  容 区 分 

溶液の濃度 溶液中に含まれる溶質の割合のことで、質量パー

セント濃度やモル濃度で表される 

Ａ 

質量パーセ

ン ト 濃 度

(％) 

溶液の質量に対する溶質の質量の割合を百分率

で表した濃度であることを理解する 

          溶質の質量(ｇ) 

質量ﾊﾟｰｾﾝﾄ濃度(％)＝--------------×100  

        溶液の質量(ｇ)   

として求められ、計算できる 

Ａ 

原子量・分

子量と物質

量       

 

モル濃度 

(mol／ℓ ) 

溶液1 ℓ 中に含まれる溶質の量を物質量で表し

た濃度であることを理解する 

         溶質の物質量(mol) 

モル濃度(mol／ℓ )＝-----------------   

         溶液の体積(ℓ )   

として求められ、計算できる 

Ａ 

化学反応式 化学反応における反応物と生成物の関係を化学

式を用いて表した式で、目視法や未定係数法で求

められ、反式を作ることができる 

Ａ 

係 数 化学反応式において反応に関係する原子数を最

も簡単な整数比で表した数値のことで、物質量、

質量、分子数、体積など量的関係を計算すること

ができる 

Ａ 

化学変化と

物質量   

化学変化の

量的関係 

化学の基本

法則 

質量保存の法則、定比例の法則、倍数比例の法則

は原子説で説明でき、気体反応の法則、アボガド

ロの法則は分子説で説明できることを知る 

Ｃ 

反応熱 化学反応に伴って出入りする熱量で、反応物のも

つエネルギーと生成物のもつエネルギーの差で

あることを理解する 

Ａ 

発熱反応と

吸熱反応 

熱の発生を伴う反応を発熱反応、熱の吸収を伴う

反応を吸熱反応ということを理解する 

Ａ 

熱化学方程

式 

化学反応式に反応熱を書き加えたエネルギーに

関する等式であることを理解し、この式を作るこ

とができる 

Ａ 

反応熱と熱

化学方程式 

反応熱の種

類 

反応熱には、燃焼熱、中和熱、溶解熱、生成熱、

蒸発熱などがあることを知る 

Ｂ 

熱 量 熱量Q(J)＝質量m(g)×比熱c(J/(g・℃))×温度差

t(℃)によって求められることを理解し、計算す

ることができる 

Ａ 

 比 熱 

(比熱容量) 

物質1ｇの温度を1℃上昇させるのに必要な熱量

のことであることを知る 

Ｂ 

 熱運動 物質を構成する粒子の不規則な運動のことで、温

度が高いほど活発になることを知る 

Ｃ 

ヘスの法則 

(総熱量保

存の法則) 

反応熱は反応の経路によらず、反応のはじめの状

態と終わりの状態で決まるということを理解し、

この法則により反応熱を計算により求めること

ができる 

Ａ 

化学反応と

熱       

ヘスの法則 

生成熱の利

用 

反応熱＝(生成物の生成熱の和)－(反応物の生成

熱の和)によっても反応熱を求められる 

Ｂ 

 



 生物 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

細胞から個体へ ９ １ ０ １０ 

生殖と発生 １ １ ０ ２ 

遺伝 ４ １ ０ ５ 

生命現象と物質 ４ ３ ０ ７ 

内部環境と恒常性 ７ １ ０ ８ 

１学年 

（１単位） 

環境と植物の反応 ２ １ ０ ３ 

細 目 数 計 ２７ ８ ０ ３５ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

生物の基本単位 細胞は生物の構造やはたらきの基本単位であることがわか

る。 

ミクロの世界の長さの単位（μm、nm、Å）や微生物などの

大きさを説明できる。 

Ａ 

細胞のはたらきと構

造 

細胞の基本的な構造とはたらきが理解できる。 

動物細胞と植物細胞の違いを理解できる。 

Ａ 

細胞膜の性質とはた

らき 

物質の拡散と浸透、全透性と半透性、浸透圧・膨圧・吸水

庄の関係が理解できる。 

受動輸送と能動輸送のしくみがわかる。 

Ａ 

細胞のはた

らきと構造 

酵素のはたらき 酵素の触媒作用が理解できる。細胞内外ではたらく酵素が

あることがわかる。基質特異性について説明できる。 

Ｂ 

細胞の増殖 

 

細胞分裂には、体細胞分裂と減数分裂があることがわかる。

体細胞分裂の進み方、動物と植物で違いがあることを理解

できる。 

Ａ 

染色体の形状と数 染色体の形、数は種によって一定であること、両親に由来

する同形同大の相同染色体があることが理解できる。細胞

が自己複製する過程が理解できる。 

Ａ 

細胞分裂 

細胞の分化 

 

多細胞生物のさまざまな種類の細胞がどのようにして出来

るかが理解できる。 

体細胞分裂と分化について理解できる。 

Ａ 

単細胞生物と多細胞

生物 

単細胞生物の生き方について理解できる。 

多細胞生物のつくりについて説明できる。 

Ａ 

動物のからだのつく

りとはたらき 

ヒトのからだは、どのように形成されているかを理解でき

る。 

Ａ 

細胞から個

体へ 

生物のから

だと細胞 

植物のからだのつく

りとはたらき 

種子植物のからだはどのように形成されているのかを説明

できる。 

Ａ 

無性生殖と有性生殖 無性生殖と有性生殖とは、どのような生殖かを理解できる。 Ａ生殖と発生 生殖 

減数分裂 減数分裂とは、2セットの染色体をもつ母細胞(2n)が1セッ

トの染色体をもつ娘細胞(n)をつくる分裂であることを理

解できる。 

Ｂ

遺伝 遺伝のしく

み 

メンデルの法則 優性・分離・独立の法則を理解し、遺伝子型の推定や遺伝

の確率の計算ができる。 

複対立遺伝子、補足遺伝子、条件遺伝子などの遺伝のしく

みがわかる。 

Ａ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

連鎖と組換え 連鎖・組換えのしくみがわかり、組換え価を計算し、その

価から染色体地図を描ける。 

Ａ 

性と遺伝 性染色体の存在、性の決定や伴性遺伝のしくみがわかる。 Ａ 

環境変異 環境の影響による遺伝しない変異であることがわかる。 Ｂ 

遺伝 遺伝のしく

み 

突然変異 染色体や遺伝子の変化による変異で、生殖細胞で起こると

遺伝すること、変化の仕方によりいろいろな種類があるこ

とが理解できる。 

突然変異はⅩ線などにより起こりやすくなることが理解で

きる。 

Ａ 

遺伝子の本体 アベリーの実験などから、遺伝子の本体はDNAであることが

理解できる。 

DNAの二重らせん構造とその暗号性がわかる。 

Ａ 

タンパク質 タンパク質の構造の多様性と反応の特異性が理解できる。 Ａ 

遺伝暗号 遺伝暗号の解読法を理解し、mRNAの遺伝暗号表が活用でき

る。 

Ａ 

遺伝情報の発現 転写・本訳のしくみ、遺伝子突然変異はDNAの塩基配列の変

化であることなどがわかる。 

Ａ 

遺伝子発現の調節 調節遺伝子・調節タンパク質による制御のしくみが理解で

きる。 

Ｂ 

遺伝子の操作 遺伝子組換え技術、クローン動物（動物工場）、遺伝子治療

などの概要が理解できる。 

Ｂ 

生命現象と

物質 

形質発現と

核酸 

細胞の操作 細胞融合、ES細胞、組織幹細胞、バイオリアクターなどの

概要が理解できる。 

Ｂ 

内部環境 各細胞を取り巻く体液すなわち内部環境を理解できる。 Ａ 

循環系 体液によって栄養分や酸素を体の奥にある細胞まで運び、

老廃物などを排出するしくみについて理解できる。 

Ｂ

内部環境と

体液 

恒常性（ホメオスタ

シス） 

生体には内部環境を一定に保とうとするはたらき、恒常性

について理解できる。 

Ａ 

体液性免疫 

 

体液性免疫のしくみ、二次応答、抗体分子の多様性、ワク

チンなどについて理解できる。 

Ａ 免疫のしく

み 

細胞性免疫 細胞性免疫のしくみ、臓器移植における拒絶反応、主要組

織適合抗原などについて理解できる。 

Ａ 

自律神経系による調

節 

交感神経、副交感神経とそれぞれのはたらきを理解できる。 Ａ 

内分泌系による調節 ホルモンの種類と体内でのその理解できる。 Ａ 

内部環境と

恒常性 

自律神経系

と内分泌系 

自律神経系と内分泌

系の調節 

自律神経系とホルモンとの協調作用で行われるからだの調

節を理解できる。 

Ａ 

植物の生育の条件 環境要因としての水と光の役割が理解できる。 

光合成や呼吸と酵素と温度の関係を理解できる。 

Ａ 

水の循環 植物が生命活動を営むのに不可欠な物質である水が、根か

ら吸収され、植物全体に運ばれていくしくみについて理解

できる。 

Ｂ 

環境と植物

の反応 

植物の生活

と環境 

光合成と環境条件 光合成に関係する環境要因である光の強さ、温度、二酸化

炭素濃度の影響について理解できる。 

Ａ 

 



 

 

 保健体育 の基礎基本 
  

１． 細目数 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

１年生 

(男子) 

２単位 

基礎的な動き １０ ４ １ １５ 

実 技 ５７ １２ ０ ６９ 

理論 １３ ６ ０ １９ 

 細目数計 ８０ ２２ １ １０３ 

 

２． 分類とそれらの内容                 

 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

基礎的 

な動き 

 

ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 
運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(1500ｍ)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

集団行動 

姿勢と礼 

 

方向変換 

 

集合､整とん    

番号､解散 

列の増減 

 

開列 

 

行進 

・気をつけの姿勢､休めの姿勢 

・気をつけの姿勢からの礼 

・右（左）への方向変換 

・後への方向変換 

・縦隊の集合と整とん､横隊の集合と整とん 

・番号､解散 

・２列横隊から４列縦隊､４列縦隊から２列横隊 

・２列横隊から３列縦隊､３列縦隊から２列横隊 

・両手距離･間隔に開く 

・片手距離･間隔に開く 

・歩､歩の停止､走､走の停止 

・先頭から順に方向変換､全員同時に方向変換 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ａ 

Ｂ 

 Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

ｽﾛｰｲﾝｸﾞ 

ｷｬｯﾁﾝｸﾞ 

ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ 

ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ 

試合の進め方 

審判法 

 

・ｵｰﾊﾞｰｽﾛｰ 

・基本姿勢及びｸﾞﾗﾌﾞさばき､体の正中線で捕球 

・構え方､ｽｲﾝｸﾞ､ｸﾞﾘｯﾌﾟ 

・ｽﾘﾝｸﾞｼｮｯﾄﾓｰｼｮﾝ 

・先攻･後攻の決定、試合の開始、 

・球審の任務､塁審の任務､審判員のｾﾞｽﾁｬｰ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

水 泳 

  

 

 

ｸﾛｰﾙ 

 

平泳ぎ 

背泳ぎ 

救助法 

 

 

25ｍ泳計測 

 

・姿勢づくり､けのび､ｷｯｸ(足・脚の動作) 

・ﾌﾟﾙ(手･腕の動作)､息つぎ 

・ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､息つぎ 

・姿勢づくり､ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､息つぎ 

・泳がないで(ﾊﾞｽﾀｵﾙ･竹竿･ﾌﾞｲを使って､ﾋｭｰﾏﾝﾁｴｰﾝ) 

・泳いで（胸をかかえて、髪をつかんで､頭を両手で 

支えて) 

・ｸﾛｰﾙ、平泳ぎ､背泳ぎの25ｍ泳計測 

  

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 
 

 

 

陸上競技 

短距離走 

 

ﾘﾚｰ 

・ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄ、中間疾走、ﾌｨﾆｯｼｭ 

・ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ(100ｍ記録測定) 

・後方を見ながらもらうﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ､ﾊﾞﾄﾝの持ち替え 

・後方を見ないで受け取るﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ 

・ﾄｯﾌﾟｽﾋﾟｰﾄﾞでのﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ 

・走者順の決定（作戦をたてる） 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾊﾟｽ 

 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

ﾄｽ 

 

 

ｽﾊﾟｲｸ 

 

ﾚｼｰﾌﾞ 

三段攻撃 

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 

 

ゲームの進め方 

 

審判とﾙｰﾙ 

 

 

 

・ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ(ボールと指の関係、ボールをとらえ 

る位置と姿勢を確認する) 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ（確実に） 

・自分で投げあげたﾎﾞｰﾙの足踏ｷｬｯﾁとﾄｽ 

・投げてもらったﾎﾞｰﾙのﾄｽ（色々な角度から) 

・ﾊﾟｽを受けてからのﾄｽ（落下地点に動いて) 

・手の形や肘ののばし､手首の使い方を覚える 

・助走と踏み込み（２歩助走） 

･構えの姿勢、低いﾎﾞｰﾙ･高いﾎﾞｰﾙ･横へきたﾎﾞｰﾙの時 

･ﾚｼｰﾌﾞ､ﾊﾟｽ(ﾄｽ)､ｱﾀｯｸを織り交ぜた初歩的な三段攻撃 

･基本的なｻｰﾋﾞｽﾚｼｰﾌﾞﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの一つである、1･5Ｗﾌ

 ｫｰﾒｰｼｮﾝの理解と実践 

・ﾁｰﾑの構成､ｾｯﾄ開始時のｻｰﾋﾞｽ､得点とﾛｰﾃｰｼｮﾝ、・主

審、副審、線審の役割と内容について理解 

・ｻｰﾋﾞｽ関係の反則(ﾌｯﾄﾌｫｰﾙﾄ､ﾛｰﾃｰｼｮﾝの反則) 

・ﾎﾞｰﾙﾌﾟﾚｲ関係の反則(ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､ｵｰﾊﾞｰﾀｲﾑｽ) 

・ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ関係の反則(ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾙﾌｫｰﾙﾄ) 

・ﾈｯﾄ・ｺｰﾄ関係の反則(ﾀｯﾁﾈｯﾄ､ｵｰﾊﾞｰﾈｯﾄ､ﾊﾟｯｼﾝｸﾞ) 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ｵﾌｪﾝｽ 

 

 

 

 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

 

ｵｰﾊﾞｰﾅﾝﾊﾞｰの攻

め方 

ゲームの進め方 

 

 

審判とﾙｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｼｭｰﾄのﾀｲﾌﾟ(ﾗﾝﾆﾝｸﾞ系:ﾜﾝﾊﾝﾄﾞ･ﾚｲｱｯﾌﾟｼｭｰﾄ､ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ 

ｸﾞ系:ﾎﾞｰｽﾊﾝﾄﾞ･ｾｯﾄｼｭｰﾄ､ｼﾞｬﾝﾌﾟ系:ﾜﾝﾊﾝﾄﾞ･ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭ 

ｰﾄ)の理解と練習 

･ﾊﾟｽ(ﾁｪｽﾄﾊﾟｽ､ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､ﾊﾞｳﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､､ｻｲﾄﾞﾊﾝ

 ﾄﾞﾊﾟｽ､ｼｮﾙﾀﾞｰﾊﾟｽ)とｷｬｯﾁ(ﾐｰﾄｷｬｯﾁ)の技術習得 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ（連続ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、その場ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､方向変換) 

･ﾎﾞｰﾙを持っている人に対する守り方(ｽﾀﾝｽ､ｽﾅｯﾌﾟ､ｼｭｰ

 ﾄﾁｪｯｸ) 

･２対１からﾉｰﾏｰｸをつくる→２対１＝（１対１)＋１対０ 

･３対２からﾉｰﾏｰｸをつくる→（１対１)＋（１対１)＋１対０ 

･競技時間とﾀｲﾑｱｳﾄ 

･ｹﾞｰﾑの始め方と終わり方 

･ｼｭｰﾄのｺﾞｰﾙと得点 

･ﾊﾞｲｵﾚｰｼｮﾝ(ﾌﾟﾚｲを規定するﾙｰﾙ､時間やｴﾘｱを制限する

 ﾙｰﾙ)ﾙｰﾙの理解《相手ﾁｰﾑにｽﾛｰｲﾝが与えられる》 

･ﾌﾟﾚｲを規定するﾙｰﾙ(ｷｯｸﾎﾞｰﾙ､)ﾄﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾄﾞﾘﾌﾞ

 ﾙ) 

･時間やｴﾘｱを制限するﾙｰﾙ（３秒ﾙｰﾙ､５秒ﾙｰﾙ､８秒ﾙｰﾙ 

 ２４秒ﾙｰﾙ､ｱｳﾄｵﾌﾞﾊﾞｳﾝｽﾞ､ﾊﾞｯｸﾊﾟｽﾙｰﾙ) 

･身体接触のﾙｰﾙ(ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌｧｳﾙ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｧｳﾙ) 

･非ｽﾎﾟｰﾂﾏﾝ的行為に関するﾙｰﾙ(ﾃｸﾆｶﾙﾌｧｳﾙ) 

･主審・副審の役割と動きについて 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 

 

 Ｂ 

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 



 

 

  

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻｯｶｰ 

基礎技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｭｰﾄ 

 

 

 

ﾊﾟｽ 

 

守り 

 

ｹﾞｰﾑの進め方 

連携ﾌﾟﾚｲ 

審判とﾙｰﾙ 

･ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ(ﾌﾘｯｸｱｯﾌﾟ､ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ) 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ(ｲﾝｻｲﾄﾞ､ｱｳﾄｻｲﾄﾞ､足の裏､右足だけ､左足だけ:

 ｼﾞｸﾞｻﾞｸﾞﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､８の字ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ) 

･とめる(ｽﾄｯﾋﾟﾝｸﾞとﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ)《ｲﾝｻｲﾄﾞ､胸，太腿､ｲﾝｽﾃ

 ｯﾌﾟ､ｲﾝｻｲﾄﾞ》 

･ｷｯｸ(ｲﾝｻｲﾄﾞｷｯｸ､ｲﾝｽﾃｯﾌﾟｷｯｸ) 

･ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ) 

･ｽﾛｰｲﾝ(両足が地面から離れない、頭の後方から頭上 

を通して投げる) 

･色々な方向からのﾄﾞﾘﾌﾞﾙｼｭｰﾄ 

･ﾎﾞｰﾙを止めて(ｺﾝﾄﾛｰﾙして)からのｼｭｰﾄ 

･ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞｼｭｰﾄ(ﾎﾞｰﾙを送る場所とｼｭｰﾄに入る位置を確

 認) 

･２人組によるﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙﾊﾟｽの理解と練習 

･３対１(ｵﾌｪﾝｽ3､ﾃﾞﾌｪﾝｽ1)のﾊﾟｽによるﾎﾞｰﾙｷｰﾌﾟ 

･ﾗｲﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽ(ﾏﾝﾂｰﾏﾝとｿﾞｰﾝの併用)の理解 

･ｽﾘｰﾊﾞｯｸｼｽﾃﾑとポジションの役割を理解 

･簡易ｹﾞｰﾑ９対９、８対８､７対７のゲームの理解 

･ｵｰﾊﾞｰﾅﾝﾊﾞｰでの2(fw)対1(df)の攻守の理解と練習 

･主審と副審の任務と役割 

･ｹﾞｰﾑの進め方(ｷｯｸｵﾌ､ｽﾛｰｲﾝ､ｺﾞｰﾙｷｯｸ､ｺｰﾅｰｷｯｸ､ﾌﾘｰｷｯｸ

､ﾍﾟﾅﾙﾃｨｷｯｸ､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾎﾞｰﾙ) 

･主なﾙｰﾙ（反則と不正行為)で直接ﾌﾘｰｷｯｸと間接ﾌﾘｰｷｯ

ｸになる反則の理解 

･ｵﾌｻｲﾄﾞﾙｰﾙ(ｵﾌｻｲﾄﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ)の理解 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論 

健康づくりの

運動 

 

 

 

 

スポーツの必要性 

 

 

スポーツの効用 

 

 

 

生涯スポーツ 

・毎年増加傾向にある肥満児について 

・運動不足病について 

・人間関係（社会性）との関係性 

・発育・発達・老化の遅延について 

・骨格、骨格筋への効用 

・循環器系、呼吸機能への効果 

・精神的緊張の緩和 

・スポーツの楽しみ方 

・豊かなスポーツライフの実現 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 
飲酒・喫煙 ｱﾙｺｰﾙ飲料と健康 

 

 

 

 

 

ﾀﾊﾞｺと健康 

･ｱﾙｺｰﾙ飲料の種類（醸造酒、蒸留酒､混成酒) 

･ｱﾙｺｰﾙの吸収と代謝 

･ｱﾙｺｰﾙ障害(ｱﾙｺｰﾙ依存症とｱﾙｺｰﾙ精神病､ｱﾙｺｰﾙと臓器

障害､急性ｱﾙｺｰﾙ中毒) 

･女性と飲酒（妊娠と飲酒の害:胎児性ｱﾙｺｰﾙ症候群) 

･未成年者と飲酒、喫煙の歴史 

･喫煙の実態 

･ﾀﾊﾞｺの有害化学物質（発ガン物質、一酸化炭素､ﾆｺﾁﾝ

、刺激性物質､ﾀﾊﾞｺ依存症) 

･ﾀﾊﾞｺが及ぼす健康障害   

･女性と喫煙（特に妊婦と喫煙の害） 

･ﾀﾊﾞｺ対策（概況と新たな展開、今後のﾀﾊﾞｺ対策) 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 



 

 

                                                                             

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

理論 

 

 

ＡＥＤ使用法 

ＡＥＤ ・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場

 所の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

性教育 

自己価値の自覚 

 

 

性周期の性差 

 

 

性的欲求の保障 

 

 

性の健康の確立 

 

 

 

 

自己決定能力の

向上 

・生殖機能の概要の理解 

・自尊心を育む 

・生殖機能の正常維持を図るための保健行動の必要性 

・心理的性差の理解 

・人格を高め助け合う男女関係の構築      

・望ましい性行動の形成 

・性的欲求に関するノーマライゼーションの理解 

・差別的ジェンダーの払拭 

・性同一性障害をめぐる現状の理解 

・世界の中絶状況等を理解し，女性の置かれた実情を

 知る 

・女性の人権尊重と生命尊厳の意識を高める 

・各国の中絶の法的規制を理解し、人権尊重・生命尊

 厳の法整備を考える 

・妊娠中絶や性感染症の現状の理解 

・コンドーム装着法、緊急避妊法、中絶後の管理に関

 する技法の習得 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

  Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

 

Ｂ 

Ａ 

 



 

 

 保健体育 の基礎基本 
  

１． 細目数 

 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

１年生 

（女子） 

２単位 

基礎的な動き １１ ３ １ １５ 

実 技 ６３ １７ ０ ８０ 

理論 ２３ １３ ０ ３６ 

 細目数計 ９７ ３３ １ １３１ 

 

２． 分類とそれらの内容                                  

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

基礎的 

な動き 

ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(1500ｍ)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

集団行動 

姿勢と礼 

 

方向変換 

 

集合､整とん    

番号､解散 

列の増減 

 

開列 

 

行進 

・気をつけの姿勢､休めの姿勢 

・気をつけの姿勢からの礼 

・右（左）への方向変換 

・後への方向変換 

・縦隊の集合と整とん､横隊の集合と整とん 

・番号､解散 

・２列横隊から４列縦隊､４列縦隊から２列横隊 

・２列横隊から３列縦隊､３列縦隊から２列横隊 

・両手距離･間隔に開く 

・片手距離･間隔に開く 

・歩､歩の停止､走､走の停止 

・先頭から順に方向変換､全員同時に方向変換 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 
 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

ﾀﾞﾝｽを理解する 

基本の動き 

動きづくり 

 

 

小作品づくり 

 

 

 

作品づくりとま

とめ 

 

・ﾀﾞﾝｽの歴史と特性 

・歩く､走る、回る､回す，跳ぶ､伸びる･縮む 

・歩く＋回る＋止まる、歩く＋走る＋跳ぶ 

少人数のｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ 

・いくつかの動きの連続をﾘｽﾞﾐｶﾙに踊る 

・与えられたｲﾒｰｼﾞを動きに置き換える 

・音からｲﾒｰｼﾞを引き出し､動きに置き換える 

・色からｲﾒｰｼﾞを引き出し､動きに置き換える 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟで小作品を創作する 

・ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ  ・ﾃｰﾏ設定 

・創作､踊り込み､見直し､踊り込み､作品完成 

・作品発表､鑑賞､評価 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

   

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ  

 

 

 

 

水 泳 

  

 

ｸﾛｰﾙ 

 

平泳ぎ 

背泳ぎ 

救助法 

 

 

25ｍ泳計測 

・姿勢づくり､けのび､ｷｯｸ(足・脚の動作) 

・ﾌﾟﾙ(手･腕の動作)､息つぎ 

・ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､息つぎ 

・姿勢づくり､ｷｯｸ､ﾌﾟﾙ､息つぎ 

・泳がないで(ﾊﾞｽﾀｵﾙ･竹竿･ﾌﾞｲを使って､ﾋｭｰﾏﾝﾁｴｰﾝ) 

・泳いで（胸をかかえて、髪をつかんで､頭を両手で 

支えて) 

・ｸﾛｰﾙ、平泳ぎ､背泳ぎの25ｍ泳計測 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 
 

 

 

陸上競技 

短距離走 

 

ﾘﾚｰ 

・ｸﾗｳﾁﾝｸﾞｽﾀｰﾄ、中間疾走、ﾌｨﾆｯｼｭ 

・ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ(100ｍ記録測定) 

・後方を見ながらもらうﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ､ﾊﾞﾄﾝの持ち替え 

・後方を見ないで受け取るﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ 

・ﾄｯﾌﾟｽﾋﾟｰﾄﾞでのﾊﾞﾄﾝﾊﾟｽ 

・走者順の決定（作戦をたてる） 

 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾊﾟｽ 

 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

ﾄｽ 

 

 

ｽﾊﾟｲｸ 

 

ﾚｼｰﾌﾞ 

三段攻撃 

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 

 

ゲームの進め方 

 

審判とﾙｰﾙ 

 

 

 

・ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ(ボールと指の関係、ボールをとらえ 

る位置と姿勢を確認する) 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ､ｻｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ（確実に） 

・自分で投げあげたﾎﾞｰﾙの足踏ｷｬｯﾁとﾄｽ 

・投げてもらったﾎﾞｰﾙのﾄｽ（色々な角度から) 

・ﾊﾟｽを受けてからのﾄｽ（落下地点に動いて) 

・手の形や肘ののばし､手首の使い方を覚える 

・助走と踏み込み（２歩助走） 

･構えの姿勢、低いﾎﾞｰﾙ･高いﾎﾞｰﾙ･横へきたﾎﾞｰﾙの時 

･ﾚｼｰﾌﾞ､ﾊﾟｽ(ﾄｽ)､ｱﾀｯｸを織り交ぜた初歩的な三段攻撃 

･基本的なｻｰﾋﾞｽﾚｼｰﾌﾞﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの一つである、1･5Ｗﾌ

 ｫｰﾒｰｼｮﾝの理解と実践 

・ﾁｰﾑの構成､ｾｯﾄ開始時のｻｰﾋﾞｽ､得点とﾛｰﾃｰｼｮﾝ、・主

審、副審、線審の役割と内容について理解 

・ｻｰﾋﾞｽ関係の反則(ﾌｯﾄﾌｫｰﾙﾄ､ﾛｰﾃｰｼｮﾝの反則) 

・ﾎﾞｰﾙﾌﾟﾚｲ関係の反則(ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､ｵｰﾊﾞｰﾀｲﾑｽ) 

・ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ関係の反則(ﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾙﾌｫｰﾙﾄ) 

・ﾈｯﾄ・ｺｰﾄ関係の反則(ﾀｯﾁﾈｯﾄ､ｵｰﾊﾞｰﾈｯﾄ､ﾊﾟｯｼﾝｸﾞ) 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ｵﾌｪﾝｽ 

 

 

 

 

 

ﾃﾞｨﾌｴﾝｽ 

 

ｵｰﾊﾞｰﾅﾝﾊﾞｰの攻

め方 

ゲームの進め方 

 

 

審判とﾙｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｼｭｰﾄのﾀｲﾌﾟ(ﾗﾝﾆﾝｸﾞ系:ﾜﾝﾊﾝﾄﾞ･ﾚｲｱｯﾌﾟｼｭｰﾄ､ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ 

ｸﾞ系:ﾎﾞｰｽﾊﾝﾄﾞ･ｾｯﾄｼｭｰﾄ､ｼﾞｬﾝﾌﾟ系:ﾜﾝﾊﾝﾄﾞ･ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭ ｰ

ﾄ)の理解と練習 

･ﾊﾟｽ(ﾁｪｽﾄﾊﾟｽ､ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､ﾊﾞｳﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ､､ｻｲﾄﾞﾊﾝ

 ﾄﾞﾊﾟｽ､ｼｮﾙﾀﾞｰﾊﾟｽ)とｷｬｯﾁ(ﾐｰﾄｷｬｯﾁ)の技術習得 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ（連続ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、その場ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､方向変換) 

･ﾎﾞｰﾙを持っている人に対する守り方(ｽﾀﾝｽ､ｽﾅｯﾌﾟ､ｼｭｰ

 ﾄﾁｪｯｸ) 

･２対１からﾉｰﾏｰｸをつくる→２対１＝（１対１)＋１対０ 

･３対２からﾉｰﾏｰｸをつくる→（１対１)＋（１対１)＋１対０ 

･競技時間とﾀｲﾑｱｳﾄ 

･ｹﾞｰﾑの始め方と終わり方 

･ｼｭｰﾄのｺﾞｰﾙと得点 

･ﾊﾞｲｵﾚｰｼｮﾝ(ﾌﾟﾚｲを規定するﾙｰﾙ､時間やｴﾘｱを制限する

 ﾙｰﾙ)ﾙｰﾙの理解《相手ﾁｰﾑにｽﾛｰｲﾝが与えられる》 

･ﾌﾟﾚｲを規定するﾙｰﾙ(ｷｯｸﾎﾞｰﾙ､)ﾄﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾄﾞﾘﾌﾞ

 ﾙ) 

･時間やｴﾘｱを制限するﾙｰﾙ（３秒ﾙｰﾙ､５秒ﾙｰﾙ､８秒ﾙｰﾙ 

 ２４秒ﾙｰﾙ､ｱｳﾄｵﾌﾞﾊﾞｳﾝｽﾞ､ﾊﾞｯｸﾊﾟｽﾙｰﾙ) 

･身体接触のﾙｰﾙ(ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌｧｳﾙ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｧｳﾙ) 

･非ｽﾎﾟｰﾂﾏﾝ的行為に関するﾙｰﾙ(ﾃｸﾆｶﾙﾌｧｳﾙ) 

･主審・副審の役割と動きについて 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 

 

 Ｂ 

  

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 



 

 

  

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

 

 

 

 

バドミントン 

  

 

 

 

 

 

 

ﾗｹｯﾄの握り方 

ｻｰﾋﾞｽ 

ｽﾄﾛｰｸ 

 

 

ﾌﾗｲﾄの種類とそ 

の理解 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾌｫｰﾒｰｼ 

ｮﾝの理解 

競技方法と審判 

・ｲｰｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（両面）､ｳｴｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（片面） 

・ﾛﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ)､ｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ) 

・ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｽﾄﾛｰｸ(ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸ) 

・ｻｲﾄﾞｱｰﾑｽﾄﾛｰｸ(ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸ) 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ(ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸ) 

・ﾊｲｸﾘｱｰ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾝｸﾘｱｰ､ﾛﾌﾞ､ｳｨｯﾌﾟ､ﾄﾞﾛｯﾌﾟ､ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

・ｽﾏｯｼｭ、ﾍｱﾋﾟﾝ､ﾌﾟｯｼｭ 

・ﾄｯﾌﾟ(ﾌﾛﾝﾄ)ｱﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ（前後陣形) 

・ｻｲﾄﾞﾊﾞｲｻｲﾄﾞ（並列陣形) 

・ｼﾝｸﾞﾙｽとﾀﾞﾌﾞﾙｽのｺｰﾄの理解(ｻｲﾄﾞﾗｲﾝとｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ) 

・ｹﾞｰﾑの開始､ｽｺｱﾘﾝｸﾞ 

・ｼﾝｸﾞﾙｽとﾀﾞﾌﾞﾙｽのｹﾞｰﾑの進め方 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓  球 

ﾗｹｯﾄの種類とｸﾞﾘｯ

ﾌﾟ 

ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ 

基礎技術 

 

 

 

         

ﾗﾘｰ練習 

 

ﾌｯﾄﾜｰｸ 

 

競技の進め方 

 

 

 

 

審判法 

・ﾍﾟﾝﾎﾙﾀﾞｰｸﾞﾘｯﾌﾟ（片面使用） 

・ｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞｸﾞﾘｯﾌﾟ（両面使用） 

・１人でのﾎﾞｰﾙつき､壁打ち､羽根つき式ﾎﾞｰﾙつき 

・ｻｰﾋﾞｽ(ﾅｯｸﾙｻｰﾋﾞｽ《ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ》､ﾄﾞﾗｲﾌﾞｻｰﾋﾞｽ《ﾌｫｱﾊﾝ

 ﾄﾞ》) 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞﾛﾝｸﾞｽﾄﾛｰｸ 

・ｽﾏｯｼｭ 

・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｼｮｰﾄ(ﾍﾟﾝﾎﾙﾀﾞｰｸﾞﾘｯﾌﾟ) 

・ﾗﾘｰｹﾞｰﾑ､ｸﾞﾙｰﾌﾟ対抗ﾗﾘｰｹﾞｰﾑ（続けることが目的な 

ので､相手の打ちやすいところに打つ) 

・規則的な左右打ち､３つのｺｰｽ打ち 

・ｸﾛｽとｽﾄﾚｰﾄ打ち､前後移動打ち 

・ﾀﾞﾌﾞﾙｽのｻｰﾋﾞｽとﾚｼｰﾌﾞのし方を理解する 

・ｻｰﾋﾞｽのﾙｰﾙを理解(･ﾎﾞｰﾙを投げ上げる手は平ら､16

 ㎝以上の高さに投げ上げたﾎﾞｰﾙが頂点に達した後で

 打つ･ﾗｹｯﾄもﾎﾞｰﾙをのせた手も台より下に下がって

 はいけない) 

・ﾚﾃﾞｨ､競技開始、得点､ﾁｪﾝｼﾞｻｰﾋﾞｽ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

理論 

 

 

 

 

 

 

飲酒・喫煙 

 

 

 

 

 

ｱﾙｺｰﾙ飲料と健康 

 

 

 

 

 

ﾀﾊﾞｺと健康 

･ｱﾙｺｰﾙ飲料の種類（醸造酒、蒸留酒､混成酒) 

･ｱﾙｺｰﾙの吸収と代謝 

･ｱﾙｺｰﾙ障害(ｱﾙｺｰﾙ依存症とｱﾙｺｰﾙ精神病､ｱﾙｺｰﾙと臓器

障害､急性ｱﾙｺｰﾙ中毒) 

･女性と飲酒（妊娠と飲酒の害:胎児性ｱﾙｺｰﾙ症候群) 

･未成年者と飲酒、喫煙の歴史 

･喫煙の実態 

･ﾀﾊﾞｺの有害化学物質（発ガン物質、一酸化炭素､ﾆｺﾁﾝ

、刺激性物質､ﾀﾊﾞｺ依存症) 

･ﾀﾊﾞｺが及ぼす健康障害   

･女性と喫煙（特に妊婦と喫煙の害） 

･ﾀﾊﾞｺ対策（概況と新たな展開、今後のﾀﾊﾞｺ対策) 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

 

ＡＥＤ使用法 

 

 

ＡＥＤ ・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場

 所の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

Ａ 

 Ａ 

 

Ａ 



 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論 

健康づくりの

運動 

 

 

 

 

 

 

スポーツの必要性 

 

 

スポーツの効用 

 

 

 

生涯スポーツ 

・毎年増加傾向にある肥満児について 

・運動不足病について 

・人間関係（社会性）との関係性 

・発育・発達・老化の遅延について 

・骨格、骨格筋への効用 

・循環器系、呼吸機能への効果 

・精神的緊張の緩和 

・スポーツの楽しみ方 

・豊かなスポーツライフの実現 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

性教育 

 

自己価値の自覚 

 

 

性周期の性差 

 

 

性的欲求の保障 

 

 

性の健康の確立 

 

 

 

 

自己決定能力の向

上 

・生殖機能の概要の理解 

・自尊心を育む 

・生殖機能の正常維持を図るための保健行動の必要性 

・心理的性差の理解 

・人格を高め助け合う男女関係の構築      

・望ましい性行動の形成 

・性的欲求に関するノーマライゼーションの理解 

・差別的ジェンダーの払拭 

・性同一性障害をめぐる現状の理解 

・世界の中絶状況等を理解し，女性の置かれた実情を

 知る 

・女性の人権尊重と生命尊厳の意識を高める 

・各国の中絶の法的規制を理解し、人権尊重・生命尊

 厳の法整備を考える 

・妊娠中絶や性感染症の現状の理解 

・コンドーム装着法、緊急避妊法、中絶後の管理に関

 する技法の習得 

Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

  Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

 

Ｂ 

Ａ 

                                                                             

 



  美術   の基礎・基本 

１．細目数 

 

２．分類とそれらの内容 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

線描力 鉛筆を使ったグラデーション A デッサン 

表現材料 表現するためのいろいろな材料 A 

観察力 文字のかたちを写す B レタリング 

文字とデザイン ゴシック体･明朝体 B 

色彩感覚 絵の具を使ったグラデーション A 色彩演習１ 

シフティング ずらし技法 B 

精密描写 名作鑑賞 有名な作品の模写 A 

ドロッピング したたり技法 C 

コラージュ はり絵、パピエ・コレ C 

表現技法 

フロッタージュ こすりだし技法 C 

遠近法 距離感を出す・空気遠近法 A 風景画 

透視図法 一点透視法・二点透視法・三点透視法 A 

発想力 アイデアを出すトレーニング A 

構想力 アイデアをかたちにする A 

抽象化 

簡略化 見やすくデザインする B 

静物画 描写力 二次元の絵画による三次元（立体空間）の表現 B 

色相・彩度・明度 色による暑い、寒いなどの表現 A 色彩演習Ⅱ 

点描画 赤、青、黄のみを使い表現する B 

テキスタイル Ｔシャツから服地プリント C 

工業デザイン 使いやすいかたち A 

生活の中のデ

ザイン 

生活のかたち 伝統工芸から現代工芸 A 

心象風景 創造表現する力 見えるもの、見えないもの、心の中の風景など非

現実的な世界 

C 

立体デザイン 空間表現 三次元にての表現、立体、空間、彫刻インスタレ

ーション 

A 

人物画 明と暗 人を見つめて表情を出す 

明暗を使い立体感を出す 

C 

映像について アニメーション 写真そして動く映像 A 

メッセージの表現 人の心に届くように、どんな表現で何を伝えるか A 

インパクト 目を引くもの、心に残るもの B 

絵画とデザイン 

 

ポスター制作 

シンボルマーク ひとめで意味がわかるかたち B 

 

 分  類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

１年生（２単位） 絵画とデザイン  １４   ８   ６   ２８ 

細 目 数 計  １４   ８   ６   ２８ 



 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ  の基礎・基本 

 

１．細目数 

  分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １２ ６ ５ ２１ 

文型 ６ ７ ０ １４ 

文法 １４ １０ １２ ３６ 

英語Ⅰ  １学年（２単位） 

その他 ３ ２ ０ ３ 

細目数計 ３５ ２５ １７ ７６ 

     

 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １４ ６ ２ ２１ 

文型 ９ ４ ０ １４ 

文法 ２２ １１ ３ ３６ 

英語Ⅱ ２学年（２単位） 

その他 ３ ２ ０ ３ 

細目数計 ４８ ２３ ５ ７６ 

     

  Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １４ ６ ２ ２１ 

文型 １３ ０ ０ １３ 

文法 ２６ ９ １ ３６ 

英語Ⅲ ３学年（２単位） 

その他 ４ １ ０ ５ 

細目数計 ５７ １６ ３ ７６ 

 

２．分類とそれらの内容          １／５ 

分類  項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

聞き取り 英語を聞いて、語句や文を正しく聞き取ることがで

きる。 

A A A 

必要な情報を探し

て聞き取る 

英語を聞いて、必要な情報を得ることができる。 A A A 

聞くこと 

概要を把握する 英語を聞いて、概要や要点をまとめることができ

る。 

C B B 

探し読み まとまりのある文章を読んで、必要な情報を得るこ

とができる。 

A A A 

すくい読み まとまりのある文章を読んで、概要や要点をまとめ

ることができる。 

A A A 

文の構造を捉えて

読む 

複雑な構造を持つ文や長い文の構造を捉え、文章全

体の読みと解釈に役立てることができる。 

A A A 

文同士の関係の把

握 

接続詞や語彙を手がかりに文同士の関係を捉えて

読むことができる。 

A A A 

4 技能 

読むこと 

段落読み 談話標識や段落同士の関係を手がかりに、まとまっ

た量の文章の概要や要点を把握することができる。 

B B B 



２／５ 

分類  項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音読と黙読 目的や状況に応じて、音読や黙読など、適切な読み

方をすることができる。 

A A A 

適切な読み方 目的や状況に応じて、速読や精読など、適切な読み

方をすることができる。 

B B B 

読むこと 

書き手の意向を理

解する 

まとまった量の文章を読んで、書き手の意向などを

理解し、それについて自分の考えをまとめたり伝え

たりできる。 

B B B 

再生 英語を聞いたり読んだりして、その内容を正しく再

生することができる。 

A A A 

応答 質問に英語で正しく答えることができる。 A A A 

発表 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなど

について、発表することができる。 

C B A 

話すこと 

話し合い 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどに

ついて、話し合ったり意見の交換をしたりできる。 

C B A 

再生 英語を聞いて、語句や文を正しく書くことができる。 A A A 

応答 質問の答えを書くことができる。 A A A 

文の構造を捉えて

書く 

構造や文型に気をつけて文を書くことができる。 A A A 

文同士の関係の把

握 

接続詞や語彙の繋がりを考慮して文章を書くこと

ができる。 

B A A 

段落単位の文章を

書く 

談話標識や段落同士の関係に気をつけて文章を書

くことができる。 

C C C 

まとめて書く 聞いたり読んだりしたことやそこから得た情報の、

概要や要点をまとめて書くことができる。 

B A A 

4 技能 

書くこと 

考えを整理して書

く 

聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなど

について、整理して書くことができる。 

C C C 

S+V 五文型 第1文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

五文型 第2文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

V＝be 以外の動詞 

C＝現在/過去分詞 

V＝be動詞以外の場合、C＝現在分詞・過去分詞の場

合の第3文型の用法について理解し、適切に使用す

ることができる。 

B A A 

S+be+that/whethe

r/why 節 

C＝節の場合の第 3 文型の用法について理解し、正

しく使用することができる。 

B B A 

S+V+C 

S+seem 等+to 不定

詞 

V＝seem等、様態を表す動詞の場合の第3文型の用

法について理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

五文型 第3文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A S+V+O 

O＝if/whether 節 O＝if/whether節の場合の第3文型の用法について

理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

S+V+IO+D

O 

五文型 第4文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

文型 

 DO＝if/whether 節

または DO＝疑問詞

節 

O＝if/whether節・疑問詞節の場合の第4文型の用

法について理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

 



３／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

五文型 第5文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

C＝現在/過去分

詞 

C＝現在分詞・過去分詞の場合の第 4 文型の用法に

ついて理解し、適切に使用することができる。 

A A A 

S+V+O+C  

C＝原形不定詞 C＝原型不定詞の場合の第 4 文型の用法について理

解し、正しく使用することができる。 

B A A 

文型 

意味上の

主語 

it 状況の it や意味上の主語について理解することが

できる。 

B A A 

受動態と能動態 受動態と能動態の関係について理解し、適切に使用

することができる。 

A A A 

助動詞と受動態 助動詞と共起した場合の受動態の構造や意味につ

いて理解し、正しく使用することができる。 

A A A 

進行形の受動態 進行形の受動態の構造、意味、用法について理解し、

正しく使用することができる。 

A A A 

受動態 

受動態と時制 過去完了や未来表現での受動態の構造、意味、用法

について理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

副詞的用法 目的、感情の原因・理由、程度、結果という用法の

違いについて理解し、状況に応じて適切に使い分け

ることができる。 

A A A 不定詞 

完了不定詞 完了のhaveが不定詞として使用される場合につい

てその構造や意味を理解し、正しく使用することが

できる。 

B B B 

動名詞 動名詞 動名詞の名詞としての役割について理解し、主語、

動詞の目的語、前置詞の後に出現する動名詞の意味

と用法について但しく使用することができる。 

A A A 

動名詞と

不定詞 

動名詞と不定詞 動名詞と不定詞が包含する概念や用法の違いにつ

いて理解し、適切に使い分けることができる。 

B A A 

現在分詞 現在分詞の持つ能動的な意味と用法について理解

し、適切に使用することができる。 

A A A 分詞の形

容詞的用

法 過去分詞 過去分詞の持つ受動的な意味と用法について理解

し、適切に使用することができる。 

A A A 

現在分詞  分詞構文(現在分詞)の意味について理解する

と共に、付帯状況・時・理由・譲歩という 4

つの用法について理解し適切に使い分けるこ

とができる。 

C A A 

過去分詞 分詞構文(過去分詞)の意味について理解する

と共に、付帯状況・時・理由・譲歩という 4

つの用法について理解し適切に使い分けるこ

とができる。 

C A A 

文法 

分詞構文 

独立分詞構文 独立分詞構文の構造と用法について理解し、

正しく使用することができる。 

C B B 

 



４／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

節を導く接続詞 名詞節・副詞節を導く接続詞の意味や用法につ

いて理解し、文脈に応じて適切に使用すること

ができる。 

A A A 

that      主語・補語・目的語それぞれの用法について理

解し、正しく使用することができる。 

A A A 

接続詞 

if/whether, 

because… 

because 以下が主語・補語・目的語であるそれ

ぞれの用法について理解し、正しく使用するこ

とができる。 

B 

 

B 

 

A 

制限的用法 主格・目的格・所有格の構造と用法について理

解し、正しく使用することができる。 

A A A 

関係代名詞 what 先行詞がない関係代名詞の用法について理解

し、正しく使用することができる。 

A A A 

非制限的用法 関係代名詞の非制限用法について理解し、正し

く使用することができる。 

C B A 

前置詞 + 関係代

名詞 

前置詞を伴う関係代名詞の構造と用法につい

て理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

関係代名

詞 

前文を受ける関係

代名詞 

文同士の関係と関係代名詞の役割について理

解し、適切に使用することができる。 

C B B 

制限的用法 where (場所)・when (時)の制限的用法につい

て理解し、正しく使用することができる。 

A A A 関係副詞 

非制限的用法 where (場所)・when (時)の非制限的用法につ

いて理解し、正しく使用することができる。 

C B A 

完了 

 

過去/現在/未来の完了についてその構造と意

味、使用される状況の違いについて理解し、正

しく且つ適切に使用することができる。 

 

A 

 

A 

 

A 

完了進行 現在/過去/未来の完了進行形の構造と意味、使

用される状況の違いについて理解し、正しく適

切に使用することができる。 

B A A 

仮定法 仮定法・仮定法過去/過去完了についてその構

造と意味、使用される状況の違いについて理解

し、正しく適切に使用することができる。 

B A A 

助動詞の過去形 助動詞の過去形の持つ丁寧さ/自信のなさや仮

定的な意味について理解し、適切に使用するこ

とができる。 

B B B 

時制 

 

 

助動詞を使った過

去表現 

助動詞の過去形 + 完了形の構造と意味につい

て理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

時制の一

致 

時制の一致 文脈や文内で用いられる時制の一致の構造に

ついて理解することができる。 

B B A 

原級，比較級，最

上級の対応 

原級/比較級/最上級を用いた比較表現につい

て理解し、正しく使用することができる。 

A A A 

文法 

比較 

原級を用いた比較

表現・比較級を用

いた最上表現 

原級を用いた比較級や比較級を用いた最上級

の表現について理解し、正しく使用することが

できる。 

C B B 

 



５／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

話法 直接・間接話法 話法の違いについて理解し、適切且つ効果的に

使用することができる。 

C C B 

否定 否定の範囲 否定辞が否定する範囲について理解し、正しく

使用することができる。 

C B B 

強調構文 強調構文 強調構文の構造や効果について理解すること

ができる。 

C C B 

文法 

無生物主

語 

無生物主語 無生物主語を持つ文の構造や考え方について

理解することができる。 

C B B 

 倒置 倒置 倒置が起こる場合や用法、意味について理解す

ることができる。 

C C B 

辞書の使い方 辞書の特徴と使用法について理解し、学習に役立

てることができる。 

A A A その他 辞書の使

い方 

発音記号 発音記号 IPA記号について理解し、読んだり書いたりでき

る。 

B B B 

 筆記体学

習 

筆記体学習 アルファベットの筆記体を読んだり書いたりでき

る。 

B B A 

 



  英文法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ   の基礎・基本 

 

１．細目数 

 

２．分類とそれらの内容 

            １／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

５文型 SV,SVC, 

SVO,SVOO,SVOC 

５文型の特徴を理解し、正しく分類する

ことができる。 
Ａ Ａ Ａ 

文の種類 平叙/疑問/命令/

感嘆 

平叙/疑問/命令/感嘆の各文の特徴を理

解し、文を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

動詞 動詞活用 動詞を正しく活用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

現在 現在時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

時制 

未来 未来時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

進行形 

未来 未来進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

完了形 

未来 

 

未来完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅰ １年生（１単位） 基礎 15 7 30 52 

  発展 0 1 15 16 

細 目 数 計 15 8 45 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅱ ２年生（２単位） 基礎 19 33 0 52 

  発展 0 16 0 16 

細 目 数 計 19 49 0 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅲ ３年生（２単位） 基礎 52 0 0 52 

  発展 16 0 0 16 

細 目 数 計 68 0 0 68 



２／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

現在 現在完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

完了 

進行形 

 

未来 未来完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞としての

be, have, do 

助動詞としてのbe, have, doを理解し、

使用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

can / could,  

may / might, 

must, will,  

would, shall,  

should 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 

Ｂ Ａ Ａ 

ought to, used 

to, need, had  

better, dare 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 

助動詞+完了形 助動詞+完了形の用法を理解し、正しく使

用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

平叙/疑問/否定 受動態の平叙文/疑問文/否定文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

by動作主の省略 by動作主の省略を理解する。 Ａ Ａ Ａ 

群動詞・by以外 群動詞やby以外の前置詞を正しく使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

第4文型 第4文型を受動態にすることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 助動詞を含む構文を受動態にすることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

受動態 

進行形・完了形 進行形や完了形の構文を受動態にするこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基本3用法 不定詞の基本的な３つの用法を理解し、

分類できる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 不定詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

原形不定詞 原形不定詞の構文を作ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

不定詞の表す時 不定詞の表す「時」を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・進行形・

否定 

受動態、進行形、否定を含む不定詞を理

解し、作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

疑問詞+ to do 疑問詞+ to doの用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

不定詞 

be + to do be + to doの用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞的用法(限

定・叙述) 

分詞の形容的用法(限定・叙述)を理解し、

文を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

分詞構文 分詞構文の用法を理解し、文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 分詞 

 

独立分詞構文 独立分詞構文の用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

基本用法 動名詞の基本的な用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 動名詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・否定 受動態、否定を含む動名詞を理解し、文

を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

動名詞 

不定詞と動名詞 不定詞と動名詞の用法を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

基本用法 原級/比較級/最上級の用法を理解し、文

を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

比較 

重要構文 比較に関する重要構文を理解し、使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係代名詞の基

本用法 

関係代名詞 (who, whose, whom,  

which, that) の用法を理解し、使用する

ことができる。 

Ａ Ａ Ａ 

関係代名詞what 関係代名詞whatの用法を理解し、使用す

ることができる。 
Ｂ Ａ Ａ 

前置詞+関係代名

詞 

前置詞+関係代名詞の文を作ることがで

きる。 
Ｂ Ａ Ａ 

関係副詞 関係副詞 (where, when, how, why)の用

法を理解し、使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

制限・非制限用法 関係代名詞の制限・非制限用法を理解す

る。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞の省略 先行詞や関係詞の省略を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞 

複 合 関 係 代 名

詞・複合関係副詞 

複合関係代名詞 (whoever, whatever, 

whichever) と 複 合 関 係 副 詞

(wherever,whenever) の用法を理解し、

使用することができる。 

Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法現在 仮定法現在の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去 仮定法過去の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去完了 仮定法過去完了の用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

仮定法 

慣用表現 仮定法の慣用表現を理解し、使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

句と節 句と節 句と節を理解し、両者を正しく書き換え

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

等位接続詞 and, but, or, so 等の用法を理解し、正

しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

接続詞 

従属接続詞 時、原因・理由、条件、目的等の接続詞

を理解し、正しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

前置詞 前置詞 前置詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

冠詞 冠詞 冠詞の意味を理解し、使い分けることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

代名詞 代名詞 代名詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

名詞 名詞 名詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞 形容詞 形容詞の用法を理解し、正しく使用する

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

副詞 副詞 副詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

数の一致 数の一致 数の一致を理解し、正しい文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

発展 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 



 英語演習ⅠⅡⅢ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １５ ２ ２ １９ 

Speech, Speaking ３ ０ ５ ８ 

Listening １ ３ ７ １１ 

英語演習Ⅰ〔１学年（２単位）〕 

表現 １４ ０ ９ ２３ 

細 目 数 計 ３３ ５ ２３ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １７ ２ ０ １９ 

Speech, Speaking ３ ４ １ ８ 

Listening ４ １ ６ １１ 

英語演習Ⅱ〔２学年（１単位）〕 

表現 １４ ９ ０ ２３ 

細 目 数 計 ３８ １６ ７ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １９ ０ ０ １９ 

Speech, Speaking ７ ０ １ ８ 

Listening ５ ２ ４ １１ 

英語演習Ⅲ〔３学年（１単位）〕 

表現 ２３ ０ ０ ２３ 

細 目 数 計 ５４ ２ ５ ６１ 

 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

息の通り道 1-1「ダウン体操」1-2「深呼吸体操」 

1-3「スプーン体操」1-4「のど仏体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP1「音のエネル

ギー」 

 
息の出し方 2-1「息の移動体操」2-2「天井体操」 

2-3「息の上昇体操」2-4「息の下降体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」 

口のストレッ

チ 

1-1「スマイル体操」1-2「ほっぺ体操」1-3「鼻

の下体操」1-4「大らっぱ体操」1-5「小らっぱ

体操」1-6「下くちびる体操」1-7「ねずみ体操」

1-8「あごがまん体操」ができる。 

A A A 

発音 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」(つづき) 

 

舌のストレッ

チ 

2-1「アップ体操」2-2「パタパタ体操」 

2-3「スライド体操」2-4「Ｌ体操」 

2-5「舌先体操」2-6「Ｒ体操」 

2-7「Ｒのハート体操」 

2-8「ダウン→Ｒ体操」ができる。 

A A A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ハミング発音 

STEP3「音の形」 

 

 ①基本の口アップ ②基本の口ダウン  

③らっぱの口アップ ④らっぱの口ダウン 

⑤あくびの口ダウン ⑥三角の口ダウン 

⑦くちぶえの口ダウン ⑧スマイルの口ダ

ウン ⑨ねずみの口ダウン ⑩ハミングの

口ダウン ができる。 

A A A 

母音 母音【a:】【ɔ：】【a】【ʌ】【ə】【ɪ】【ʊ】【e】【i:】

【ӕ】【aɪ】【au】【ɔɪ】【eɪ】【ou】【u:】の発音

ができる。 

A A A 

子音 子音【h】【k】【g】【ŋ】【t】【d】【n】【Ѳ】【ð】

【ʃ】【Ӡ】【ʧ】【ʤ】【s】【z】【f】【v】【p】【b】

【m】ができる。 

A A A 

Ｌの音 【əl】、母音＋Ｌ、子音＋Ｌ、先頭Ｌの発音

ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP4「音のもと」

 

Ｒの音 【ə：r】、【ər】、アルファベットＲ，子音＋Ｒ、

先頭Ｒの発音ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP5「音の動き」

アルファベット

(Ａ～Ｚ) 

Ａから順にＺまで発音することができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP6「音の流れ」

文章 文章を、息を切らずに、一息で、一本の線で

結ばれるように発声できる。 
B A A 

マーク１ 

(意味の薄い語が弱

い音となるとき) 

意味の薄い語を弱形で発音することができ

る。  A A A 

マーク２ 

(消える音) 

弱勢がおかれないｈを消去することができ

る。【ʌ】を発話で弱い箇所のときにアクセン

トのないあいまいな【ə】で発音することが

できる。スピードのついた発話で、特に弱い

音節の【ə】を消去することができる。 

A A A 

マーク２・２ 

(聞こえなくな

る音) 

【k】【g】【p】【b】【t】【d】を聞こえなくな

るように発音できる。【t】【d】＋【Ѳ】【ð】

のとき【t】【d】を聞こえなくなるように発

音できる。 

A A A 

マーク３ 

(音の切れ目が

なくなり、つな

がる時)  

隣り合う音をくっつけて別の音に変化でき

る。子音と母音を区切らず連続させて発音で

きる。舌の省エネができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP7「音の変化」

 

マーク２＋マー

ク３ 

(同じ音、似た音

が並んだ場合) 

同じ音、似た音を統合させる感じで発音でき

る。 
A A A 

STEP8「音の強弱」

ハミング発音 

文章 文章を、強弱をつけて発音することができ

る。 
B A A 

暗唱文  暗唱文を正しい発音で読むことができる。 C B A 

発音 

(つづき) 

応用文  どんな英文でも正しい発音で読むことがで

きる。 
C B A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Self 

Introduction 

(自己紹介) 

 英語で自己紹介できる。 

A A A 

Dialogue 

(対話) 

 英語で相手と対話を発表できる。 
A A A 

Recitation 

(暗唱) 

 英語で暗唱文を発表できる。 
A A A 

Summary 

(要約) 

 英文を読んで自分の英語で要約ができる。 
C B A 

Short Speech  題目を与えられて、短いスピーチを英語で

発表できる。 
C B A 

Following  英文を聞いて、原稿を見ないで後をついて

読める。 
C B A 

瞬間英作  日本文を見て即座に作文できる。 C B A 

Speech, 

Speaking 

応用  英語で言いたいことを話すことができる。 C C C 

Dictation 

(空所補充) 

 テープを聞いて、空所を適語で埋めること

ができる。 
A A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問３ 

(長文) 

準２級リスニング大問３レベルが理解で

きる。 
B A A 

Listening 

(聴解力) 

Comprehension 

(内容理解) 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問１ 

(対話) 

２級リスニング大問１レベルが理解でき

る。 
C C B 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問２ 

(長文) 

２級リスニング大問２レベルが理解でき

る。 
C C B 

TOEIC 

Part Ⅰ (絵を

見ての理解) 

TOEIC リスニング PartⅠレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅡ 

(対話の補充) 

TOEIC リスニング PartⅡレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅢ(対話) 

TOEIC リスニング PartⅢレベルが理解で

きる。 
C C C 

TOEIC 

PartⅣ(長文) 

TOEIC リスニング PartⅣレベルが理解で

きる。 
C C C 

Listening 

(聴解力) 

(つづき) 

Comprehension 

(内容理解) 

ドラマの英語 ドラマを鑑賞して、登場人物のせりふを

理解できる。 
C B A 

Survival 

English 

Survival English(生活最低限の英語)が

理解できる。 
A A A 

教室英語 教室英語が理解できる。 A A A 

あいさつ あいさつの表現が理解できる。 A A A 

自己紹介 自己紹介の表現が理解できる。 A A A 

家族・友人・

趣味紹介 

家族・友人・趣味紹介の表現が理解でき

る。 
A A A 

対話(基礎)  

 

故郷紹介 故郷紹介の表現が理解できる。 A A A 

誘う・断る 誘う・断るの表現が理解できる。 A A A 

話題を変える 

興味・関心 

話題を変える・興味・関心の表現が理解

できる。 
A A A 

感謝 感謝の表現が理解できる。 A A A 

対話(感情) 

感情表現 感情表現の表現が理解できる。 A A A 

聞き返す・尋

ねる・頼む 

聞き返す・尋ねる・頼むの表現が理解で

きる。 
A A A 

Directions Directions の表現が理解できる。 A A A 

Shopping Shopping の表現が理解できる。 A A A 

Airport 

-Departure 

Airport-Departure の表現が理解できる。 
C B A 

Airport 

-Arrival 

Airport-Arrival の表現が理解できる。 
C B A 

Telephone Telephone の表現が理解できる。 C B A 

Post Office Post Office の表現が理解できる。 C B A 

Restaurant Restaurant の表現が理解できる。 C B A 

Hospital Hospital の表現が理解できる。 C B A 

Bank Bank の表現が理解できる。 C B A 

Hotel Hotel の表現が理解できる。 C B A 

表現 

対話(場面) 

Reporting an 

Emergency 

Reporting an Emergency の表現が理解で

きる。 
C B A 
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